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はじめに

昨今、大学の運営や予算に関し厳しさが増し、効率的な研究遂行が求められ

ています。このような状況の中、教員及び学生の効率的な研究の遂行を支える

技術職員集団の果たす役割はますます大きくなっています。

本学では、1)技術サーピス部及び技術職員の技術サービス業務の意義を認

知し、感謝するとともに、技術職員を鼓舞すること、 2)技術職員がサーピス

を提供している学内教職員に留まらず、広く学外の技術サービスに関わる方々

や社会全体にできる限りその中身を知っていただくことを目的に、業務報告集

を刊行しています。

本報告集は、「情報系技術職員業務報告会J(平成 22年 7月 30日開催)及び

「マテリアル系技術職員業務報告会J(平成22年6月25日開催)における業務

報告等から構成され、本学の技術職員が、教育・研究支援に携わる日常活動や

業務についての成果報告をまとめたものです。

昨年度に続きまだ 2号目で、業務内容の取りまとめ方やデータ開示等に関し

行き届かない点もあるかと思いますが、本号の内容に関し、忌'障のないご意見・

ご指導などを頂戴できれば幸いです。

今後の業務遂行に当たりできる限りご意見等を反映させていきたいと考えて

います。

また、技術サービス部長、各センター長、並びに技術職員一問、今後も技術

サービス業務の活性化に向け様々な施策・計画・提案を考えています。本学技

術サーピス部に関心をお持ちのすべての方々に、今後とも継続的なご支援を宜

しくお願い申し上げる次第です。

技術サーピス部長 山田省二
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1沿革

平成 2年 10月 北陸先端科学技術大学院大学 開学

情報科学研究科設置

平成 3年 材料科学研究科、情報科学センター 設置

平成 4年 新素材センター設置

平成 7年 4月 研究協力部研究協力課研究企画係技術室発足

平成 8年 知識科学研究科設置

平成10年 知識科学教育研究センター 設置

平成13年 遠隔教育研究センター設置

平成14年 ナノマテリアルテクノロジーセンター 設置

(新素材センターを改組)

平成17年 4月 技術室設置

(技術室長による運営開始。事務局から独立。)

7月 技術サービス部と改称現在に至る

平成18年 マテリアルサイエンス研究科設置

(材料科学研究科を名称変更)

2 組織図(平成22年 9月現在)

技術サービス部

技術サービス部長

技術サービス部長補佐
(情報科学センター長)

技術サービス部長補佐
(ナノマテリアルテクノロジ'ーセンター長)

技術サービス部長補佐
(知識科学教育研究センタ一長)

技術サービス部長補佐
(遠隔教育研究センター長)

主任技術専門職員

技術専門職員

主任技術職員

技術職員
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3構成員(平成22年9月現在)

部長 山田省二

情報科学センター長 落水浩一郎

ナノマテリアルテクノロγーセンター長 山田省三
部長補佐 (4名)

知識科学教育研究センター長 西本一志

遠隔教育研究センター長 安藤敏也

主任技術専門職員 木戸孝一

技術専門職員 中野裕晶

技術専門職員 小坂秀一

主任技術職員 岡本忠男

情報科学センター (9名) 主任技術職員 間藤真人

主任技術職員 上埜 yE嗣

主任技術職員 須藤千恵

技術職員 二ツ寺政友

技術職員 宮下夏苗

技術専門職員 東嶺孝一

主任技術職員 能登屋治

主任技術職員 伊藤暢晃

ナノマテリアルテクノロジーセンター 主任技術職員 木村一郎

(8名) 主任技術職員 宇野宗則

技術職員 大坂一生

技術職員 村上達也

技術職員 仲林裕司

知識科学教育研究センター(1名) 技術職員 福島清信

主任技術職員 辻誠樹
遠隔教育研究センター (2名)

技術職員 但馬陽一
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4 各センターの業務内容

センター 業務内容

情報科学センターは，先端科学技術分野に関するあらゆる教育・

研究ニーズに対応するため，超高速ネットワークを利用した高性

能で大規模なデータストレージサーピスと超並列計算機群による
情報科学センター

コンピュテーションサーピスを提供し，インテリジェント・キャ

ンパスの基盤となる世界でも有数の大規模情報環境を構築・集中

管理しています。

ナノマテリアルテクノロジーセンターは、ナノメートル (100万分

の1ミリメートル)の世界で起こる現象の理解とナノサイズの計

ナノマテリアル 測、加工、デバイス技術、すなわちナノテクノロジーを推進する

テクノロジーセンター ためのセンターです。マテリアルサイエンス研究科を中心とする

学内組織と協力し、ナノテクノロジ一分野における研究、教育を

支援するとともに、この分野の研究の先導的役割を果たします。

知識科学教育研究
知識科学教育研究センターは、知識科学研究科と連携し、先駆的

知識創造環境の研究開発を支援・推進するとともに、高度知識創
センター

造社会での即戦力となる人材を育成・輩出します。

遠隔教育研究センターは、遠隔教育を通じて本学の教育研究の多

様化、高度化に取り組むことを目的に設置されました。遠隔教育

遠隔教育研究センター
に関する研究、企画、システムの開発・運用、実施・推進に関わ

る業務を所掌しており、特に遠隔教育の実施・推進については各

研究科・センターを結ぶコーディネーターとしての役割を担って

います。
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5 業務報告

本学技術サービス部では、関連する教員だけでなく、日頃技術職員と協力し

て業務を遂行する機会の多い若手研究員及び学生を含む学内の多くの方に技術

職員の業務についての理解を深めていただくため、下記のとおり情報系技術職

員及びマテリアル系技術職員による平成21年度分の業務報告会を開催しました。

情報系技術職員業務報告会

日時・平成22年7月 30 13 (金) 13:30~16:45 

場所・情報科学研究科講義棟 1 1講義室

発表者(発表順) 発表内容

辻 誠樹 平成21年度遠隔教育研究システム等の導入に関する報告

但馬陽一 非同期型学習支援タイプの業務について

木戸孝一 炭素繊維強化プラスチック貼付による床積載荷重補強

岡本忠男 研究系基幹ネットワークとフロアネットワークの更新

小坂秀一 個人やグループとしてのこれまでの取り組み状況、課題、

今後の方向性について

中野裕晶 WEBサーバリプレース作業について

間藤真人 Windowsサーバ環境更新による端末の展開について

宮下夏首 全学クラウド環境の構築

須藤千恵 平成21年度の作業報告

福島清信 更新した設備について

二ツ寺政友 SC09出張報告および技術職員合同研修受講報告
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マテリアル系技術職員業務報告会

日時:平成22年6月25日 (金) 13:30~17:00 

場所:先端科学技術研究調査センター3階 中会議室

発表者(発表順) 発表内容

東嶺孝一 透過電子顕微鏡の更新について

能登屋治 日常・依頼業務(寒剤充填、 SEM講習、 EPMA測定)、廃液・

廃棄物回収、クリーンルーム保守関連

伊藤暢晃 液体窒素貯槽の消費量推移に関して

克藤原研顕微ラマン装置の管理と、新機能の講習に関して

出張報告(京都・先端ナノテクシンポジウムでRBS共鳴法を

発表)

大坂一生 通常業務(質量分析装置の設備保守、講習、依頼分析等)に

ついて、および出張報告

木村一郎 寒剤の液化・供給業務、並びに保守管理(液化設備の不具合

及び修繕状況等)について

村上達也 学内・学外における技術支援業務ならびに人材育成プログラ

ムについて

仲林裕司 依頼工作報告、機器維持管理報告、出張報告

宇野宗則 製図講習とその英語化、地域貢献の取組み(オープンキャン

パス、子供マイスター)、ピエゾ駆動XYステージの開発につ

いて

本業務報告集には各業務報告会での発表のうち情報系から 9名、マテリアノレ

系4名の発表資料を掲載します。
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情報環境システム調達と
研究系ネットワークシステム更新

2010年7月30日

情報科学センター担当技術職員

岡本忠男

今回の内容

-情報環境システム調達

一概要

一調達/導入期間中の作業

・研究系ネットワークシステム更新

一常用系コアスイッチ更新

ーフロアスイッチ更新

ーユーザ側の不安定要素への対策

2 
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情報環境システム調達

-全学サービスの中核となるシステムの調達

ーネットワーク，ストレージ，大型計算機

一各種サーバ，ユーザ端末，プリンタなど

-4年間レンタル契約，全体の1/4ずつ毎年更新

.大規模

一総合評価落札方式の政府調達

一端末だけでも数100台，大型機器も各種

-2月 ~9月調達期間

-9月~翌年2月導入期間

2009年度導入物品
.学内クラウドシステム
ーターミナルサーバ(研究科/事務局)ほか

.計算サーバ
ーベクトル計算機， PCクラスタ

.ネットワークシステム
ー研究科用コアスイッチ，フロアスイッチ(248)

.端末機器
-Thinαient(240)， Macintosh(47)，ノートPC(10)

印刷機器類
ーフロア用カラープリンタ(67)

一多機能複合機，大判スキャナ

.各種サーバ
-ActiveDirectory， UNIX(Sparc) 

ープロキシ，脆弱性検査

3 
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情報環境システム調達付)

.調達期間の作業

一仕様策定委員会

-資料招請，導入説明会

一各社提案，機種検討

ー仕様書案作成，仕様策定委員会

一仕様書案説明会，意見招請

ー仕様策定委員会，意見に対する回答

一仕様書の完成，入札説明会

一入札技術審査

-開札

情報環境システム調達(2)

.導入期間の作業

一全体進捗管理

-納入・設置場所の確保，床耐荷重対策

一納入機器の電源，エアコン，ネットワーク確保

一納入システムの設計構築の打ち合わせ

ー納入スケジュール策定

一端末機器の先行リプレース

ー倉庫の物品整理

一物品配布計画策定，アナウンス，配布作業

ーレンタル切れ物品の返却，物品管理作業

5 

6 
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基幹系ネットワークの更新

更新前の基幹系トポロジ 一一一手ー 現在の基幹系トポロジ
レンタル期間満了

器
器
機

機

象

置

旺

旺

対

設

3
2
G
G
新

規

L
L
m
1
更

新

O
口
一
一

口
口

研究科フロアスイッチ(約50フロア)
D-Link社 DGS3400シリーズ

.2つの常用系ルータを1つに統合

-全フロアの10GbEを常用系ルータに直収

・10GbEのアグリゲーション比の向上(1:5→1 :1) 

・更新以降，大きな障害なし
7 

フロアネットワークの更新(is/ks)
.各フロア2-4台のスイッチを設置
-D-Link社 DGS3400，スタック接続(リング)
-Uplinkは10GbE(常用系)， 1GbE(待機系)
-全ユーザポート 1GbE対応

・収容可能ポート数の増加
ーほぼ全ケーブル収容可能

・収容ポートとケーブル番号の対応付け
-問い合わせ対応，障害対応の効率化

・壁掛けラックの採用
ー故障時の交換作業が容易

-現在までのところ故障/交換作業なし

.配線の整理
一適切な結束，余長の処E旦ねじれ/絡み/干渉の解消

壁掛けラックにマウン卜
された4台のDGS3400

8 
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フロアネットワークの更新(ms)

更新前の構成

フロアスイッチ

フロアスイッチ

フロアスイッチ

く二) L3 
E二コ L2 
ーーー 10Gbps 
一一一 1 Gbps. 100Mbps 
Eコ 更新対象機器
Eコ新規設置機器

-h - ..... 現在の構成

-棟ごとに各フロアのスイッチをスタック接続

ー論理的に1台のスイッチとして扱える

ー1台の故障の影響が他に波及しない
ー管理効率，可用性向上

・Uplinkは10GbE(常用系).1GbE x2(待機系)

.全ユーザポート1GbE対応(従来は100M)

ー帯域幅向上

・現在まで故障なし

フロアネットワーク安定運用対策れ)

.ループ対策

一大量のブロードキャストでルータが処理限界に至る

ーフロアスイッチでブロードキャストパケット数を監視

ー闇値を超えたポートを使用不可にする(近日適用)

対策適用

・・砂
ループ発生ポートを使用不可に

9 

10 
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フロアネットワーク安定運用対策(2)

.ルートブリッジ対策

ールートフリッジ変動によるトポロジ変化で不安定になる

ーフロアスイッチのUplinkポートのSTPを無効化

一持込スイッチのBPDUをルータまで届けない

封聾適用

・・砂

フロアネットワーク安定運用対策(3)

• PVSTスイッチ対策
-PVSTスイッチ出現でルータのポートがブロックされる

ーフロアスイッチでは仕様上，対策不可能

ールータでPVSTのBPDUをフィ)1;タ

宅 ド相遭@た・0
ブロヲキシグ→

封量適用

・・砂
J，"ープ発生ポートを使用不可に

11 

12 
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• 

情報科学センター

間藤真人

2010年 7月30日

リモートデスクトップ

計算機

-リモートデスクトップとは
ロネットワークを介して、計算機への入出力を行い、
遠閑地の計算機を手元のPCのように扱う仕組み。
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• 

リモートデスクトップサービス環境

旧環境

リモートデスクトップサーバ

- リモートデスヴトップを利用して、ユーザに
windo哨デスヲトップ環境を提供する。

・一台のサーバで複数のユーザに対して同時に
サービスを提供することが可能。

-利用する研究室や部署ごとに
サーバを用意し、ユーザはシン
クライアントと呼ばれる端末で、
サ-/~を指定して接続をする。

J研究用 90台
J事務用 12台
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• 

シンクライアント端末

-ほとんどの処理をサーバ側に集中させるので、端末側では
必要最小限の処理を行うのに必要なだけの機能を有する。

》サーバへの接続アプリケーションを利用し、キーボード等の入力を送
信し画面イメージを出力する。

・管理を容易にする為、ハード的にもソフト的にも壊れにくい構
成である。
》壊れやすいハードディスクなどの可動部分を持たないハードウェア

》 ユーザによるデ-~の書き換えを必要最小限以外は禁止してあり、
また起動毎に想定された初期状態に復帰する機能を有する。

リモートデスクトップサービス環境の利点

-作業の実体はサーバで行われており、クライアントは基本的に入出力の

みを行っているので、作業の実体はクライアントの状態に影響されない。

ロヲライアントの性能は入出力以外にはあまり影響しない。

口計算作業はサーバで行われており、ヲライアントを停止、変更などを行っても
計算作業には基本的に影響しない.
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• 

リモートデスクトップサービス環境の利点

-コンビュータとしての資源は
基本的にサーバにあり、多人
数でシェアして使用する事に
よって、その資源を有効に利
用出来る。

・端末側にデータを保持させな
いことで、セキュリティを高め
ることが期待出来る。

旧リモートデスクトップ環境の欠点

-ネットワークを介して入出力が行わ
れるので、事イムラグや動画再生
等変化の多い画面遷移に弱い。

・作業の実体は横続先のサーパIこ
あるため、直接接続する必要のあ
る周辺機器の利用が難しい。

・サーバlこよって利用車の偏りがあ
り、コンビュ-~資源を有効に利用
しきれない。

ー・ サーパの間に合わせ、これらを改善する仕組みとして
XenAppというリモートデスヴトップ環境を導入する。
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• 

XenAppによる機能改善
(負荷分散)

口利用状況を監視し、利用状況が均等になるようにユーザの
利用するサーバを自動的に割り当てる。

XenAppによる機能改善
(入出力)

ネットワーヲを介した入出力の遅延等を少な〈するため、
可能な限りの処理をヲライアントlこて行わせる.
XenApP?ライアントソフトウェアを有する端末への更新が必要
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端末管理サーバ

-クライアントと通信を行い、
クライアントの情報を集め
る

・クライアントエージェントを
通して、クライアントの電源
等を制御する

• PXEによるネットワークブ
ートを利用して、イメージの
展開を行う

ー・ 管理サーパの機能を利用し、端末の更新を行う。

端末イメージの展開方法

マジックパケットを送信し、端末
を起動させる

2. 端末は設定に従ってPXEブート
を行う

3. PXEサーバは、05イメージ展
開用のBootイメージで端末を

起動させる

4. 05イメージを端末に書き込む

5. 05イメージの書き込み完了後、
初期設定を行い、ディスクの書
き込み保護をONIこする
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実際の展開作業(計画)

-端末管理サーバより、利用
者の比較的少ない夜間に
自動実行を行う。

・サーバ及びネットワークの
負荷を考慮して30台程度
ずつ順に行う。

口ただし、事前に同規模での検
証を行えなかったので、リモ
ートで監視を行うこととした。

実際の展開作業

- 自動実行開始より30分程監視し
たところ、半分程度が展開作業
を失敗していた。一斉展開機能
が有効に利用できず、サーバの
処理能力を超えたためと推測。

・作業予定時間とサーバの処理能
力から、同時実行台数を半分に
して再スケジュールを行った。

・更に一時間ほど監視を続け、そ
の後問題なく展開を行えているこ
とを確認した。

ノ国1251040

d附則一19__ 2010閃β160::J)

is24(1例"初1⑪咽I>l.弱
巴33(120-12__ 2010/031252200 

i$37(132-13._ 2010/03/窃 >10
偲お(120-12 初 101031253:10
偲32¥111-11- 2010100;:;ヨ5，ま10
センタ ωI>l>"
is24¥1B4-1:3._ 2010パ沼I>loa
センター 2010ω/国 12:01

E誕 ω/随 13:43
Eお
o;c 

」室ム」
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• 圃

作業結果

-イメージ更新対象機

2007年導入 約250台 550台中約100台が

2008年導入 約300台 自動展開を行えなかった

2009年導入 約100台 自動展開は行わなかった

事務系端末 約150台 本体ごとの更新を行った

-イメージ更新が行えなかった原因
Jマジックパケットを送信できないネットワーク空間だった

.r PXEフートを行う設定がされていなかった
Jサーバ上のネットワーク情報が正しくなかった

Jハードウzア異常があり、正常に稼働していなかった

今後への課題

-イメージのアップデートの要求などに簡単に対応でき
るよう、確実な自動展開環境を整備したい。

・ユーザがより分かりやすく、利用しやすいデスクトップ
環境を構築したい。

-また、リモートデスクトップ環境がクライアントの性能
を要求するようになってきているので、端末の選択に
ついて一考する必要が出てきている。
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全学クラウド環境の実現

• 

• 

~ターミナルサーバシステムのクラウド実装~

平成22年7月30日
技術サービス部情報科学センター担当

宮下夏苗

目次
1. クラウドモデル
2. ターミナルサービス
3. ターミナルサービスクラウド実装
4. 構成
5. セッション仮想化

6. 旧ターミナルサーパの問題点
7. クラウド化の利点

8. クラウドシステムの構築と運用
9. 運用例:障害と対策
10.クラウドの管理・メンテナンス
11.運用例:システム改良とアップデート
12.クラウド運用技術の改良
13.今後の計画・展望
14.付録:管理画面・監視ツール

• 

• 
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クラウドモデル
.リソースのプール化

.オンデマンドなサービス提供

.弾力的なサービス構成の変更

• 

ターミナルサービス
I~* I 

I} [L 

File Server 

• 

-対象:全学教職員・学生

・用途:メール，調べ物，資料作成

全ユーザのデスクトップ，
マイドキュメントおよび初
期設定ファイル群を格納

. .メンテナンスフリーで利用できるWindows • 
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旧ターミナルサーバの問題点

-インストールアプリ/プリンタなどの更新作業が煩雑

.リソースの無駄(休日や研究会など人員の不在)

-サーバによってインストールアプリ/登録プリンタが違

つ
・メンテナンス・障害発生時にサーバを利用できなくな
る

・ログインするまでサーバの負荷状況が判らない

• • 

ターミナルサービスクラウド実装
File Server 

全ユーザのデスクトップ，
マイドキュメントおよ
期設定ファイル群
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Printer Server 

学内全プリンタへのプリント
ジョブをサービス

Application Server 
各種アプリケーションをパッ
ケージ化，配信 • 
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JAISTクラウド
サーパ仮想化:
VMWare VSphere 4.0 

司 F 司.，.

セッション仮想化:
Citrix XenApp 5.0 

セッション仮想化

-利用者のアクセス先を
X 個々のサーパ
O サーバグループ総体

Citrix XenApp 5.0 

• 

• 
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クラウド化の利点
轟 F
コストダウン

・余剰リソースの集約
・物理ホスト数/消費電力の削減
S消費電力48%削減
t物理ホスト107台ー>54ブレード

-個々のサーバの認識が不要

・ホスト名
・インストールアプリの差
.登録済みのプリンタの差

.ログイン時自動負荷分散 • 

クラウドシステムの構築と運用
-完成した既春システムのH購入Hではない

.センター職員・ベンダー問で協力し，

JAISTの既春システムとの連携を重視した

システム構築

• 
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実例:障害左知事7胸日)

-予期しない再起動/シャットダウン

-サーバのフリーズ・ログイン障害

• 

クラウドの管理・メンテナンス

作成済みの仮想、サーバも
通常の物理サーバ同様にメンテナンスが必要

• 
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実例:メンァナンスとアップデート

-APP-Vアプリケーション配信システム

-一括アップデート困難なソフトウェアを中央集
中管理・配信
例.FireFox，百underBird等

-パッチ，アップデートのローカル配布

-スクリプトによる一括配布(ActiveDirectory，
PowerShe1l2.0を利用)
例:Adobeセキュリティアップデート，言語フォント
.1'¥ック

-WSUSによるアップデート管理
例:Windows Update • 

クラウド運用技術の改良
リアルタイムサーバ監視
o Pingman生容確認， CPU， Memory， Disk，特定プロセス数

.サーバイベントログ一括取得
O 特定IDのログを金ターミナルサーバから抽出

レジストリの一括適用

・負荷評価基準値による既ログインユーザに影響しない
サーバ公開ステータスの変更

• • 
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今後の計画・展望

可

野リ吋算ーの転用

2他の業務用サービス・サーバの
クラウド化

• • 

管理画面・監視ツール
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炭素繊維強化プラスチック貼付による床積載荷重補強

高密度化による重量増システム設置対応例

Increasing the Floor Load Capacity by Carbon Fiber Reinforced Plastics 

Example for the installation of recent high density， heavy computer systems 

平成22年 7月30日

技術サービス部・情報科学センター担当木戸孝一

施設管理課長 小川増美*1

施設管理課・計画整備係 平松靖之せ

概要

多くの大学情報センターは，規模の差こそあれ，講義棟，研究棟，事務棟等とは別の専有建物を有している.本学は

残念ながら， 1990年の開学以来，情報科学センターとしての占有建物は有しておらず，情報科学研究科棟の研究室，

実験室等を利用して情報科学センターを設置，ネットワーク機器，ファイルサーバ，大型計算機などの情報環境機器を

収容して学内への情報環境サービス提供を行っている.結果，機器が複数箇所に分散し，情報科学センターの運営負

荷が高く，全体の情報環境も複雑にならざるを得ず，機器設置スペースの集約化を検討していたが，グリーン IT化への

流れで，消費電力は下がってきてはいるものの，機器の集積度が高くなり，単位面積あたりの重量も大きくなる傾向にあり，

現状の床積載荷重では最新機器の設置が難しく，床補強を検討する必要が出て来た.更に機器の集積度の高まりととも

に，十分な冷却が必要となってきており，一層負担がかかるようになっている.

既存建物の床積載荷重の補強を行うには，いろいろな施工方法があるが，同時にいろいろな制約もある.通常の施工

方法では，既設フリーアクセスの再工事など費用がかさむことになる.情報科学センターでは将来的なファイルサーバ，

プライベートクラウド集約構想に基づき，本学施設管理課に依頼し，床積載荷重補強のための施工を検討いただいた結

果，炭素繊維強化プラスチック貼付による補強を実施したので紹介・報告したい.なお，本稿で紹介する施工例は本学に

おける一例であり，本施工実施に当たっては，十分な事前検討が必要なのでご注意願いたい.

1.床耐荷重工事の必要件

情報科学センターでは，本学の情報環境システムのお

およそ1/4を毎年更新している.最近の傾向として，グ

リーンITへの要求がますます高まっており、高効率化や

省電力化はもはや避けられない重要な課題となってきて

いる.一方で，例えばサーバ類は高可用性と高エネル

ギー効率を追求した結果，集積度が高まり省スペース化

されたものの，単位床面積当たりの重量が増すという傾向

にある，更に集積度の高まりは，より適切な冷却を必要と

しており，現状400kdrdの積載荷重に対し.ラック1台あ

たり1.000]{gj rd x 10本程度.エアコン250]{gx 2台程

l李が設晋可能なスペースが必要となってきた.これまでは

重量を分散させるために床に鉄板を敷く，架台を設置す

る等で対応してきたが，限界があり，情報科学センターで

は本学施設管理課に検討を依頼し，短納期で比較的安

価な炭素繊維強化プラスチック貼り付けによる積載荷重

補強を実施したので紹介・報告したい.

2.従来の床耐荷補強工法のデメリット

床の構造は，基本的に壁，柱が有り，柱上を走る梁，そ

の上の床スラブから構成される.一般的な建物では床の

積載荷重を補強するには，本学の過去の例では， '08年

度の大型CVCF装置設置の際に，床下に柱を増設し，
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梁を支える補強工事を行ったが，この施工例では制約が

多く下階の状況に左右されやすい.一般工法として.床

上にメッシュの鉄筋を敷設，コンクリートを打設する方法も

あるが，この工法では工事そのものが大がかりとなり，また

既に敷設されているフリーアクセスの撤去，再敷設が必

要であり，さらに施工箇所としない箇所との段差が発生す

るなどのデ、メリットが発生し，また工期的にも長くなる.

壁 柱/壁 柱/壁

建物構造(簡易図)

コンクリー ト

スラブ

CVCF CVCF下階の補強

下階にパイピングー制約が多い

3.炭素繊維強化プラスチック貼付工事とは

炭素繊維強化プラスチック貼付工事は，簡単に言うと，

2.で述べた，メッシュの鉄筋材とコンクリートの打設を補

強対象の床に施工するのではなく，いくつか制約はある

が，床スラブ、小梁の上面，あるいは下面，必要があ

れば上下両面に炭素繊維強化プラスチック帯板をエ

ポキシ樹脂で接着し.曲げ耐力を向上させ、積載荷重

を増加させる施工である.この施工にも類似のものがあ

り，本稿で紹介・報告する高強度もしくは高弾性の炭素繊

維を一方的に引揃え，熱硬化型のエポキシ樹脂を含浸さ

せた炭素繊維強化プラスチックを使用したトレカ・ラミネー

ト工法と，炭素繊維シートを積層する炭素繊維シート工法

である.前者は施工ピッチ(貼付間隔)で補強量を最適設

定する方法であり，後者は積層数で補強量を設定する.

前者はより短工期である.また，メリットとしては，

・速い=プライマー塗布や炭素繊維の積層が不要

.軽い=良好な施工法，炭素繊維は鉄の 114の軽さ

安心=高い施工信頼性，工場で生産された高品質

なCFRP硬化プラスチック帯板を使用

などとなっている.両者の施工手順は次項で比較する.

4.炭素繊維強化プラスチック貼付施工手順

4・1.一般的な施工手順は以下の通りである，比較のた

め炭素繊維シート工法と施工手順を比較してみる.

固盟国E量置EZ圏置園
①準備工事/仮設工事 ①準備工事/仮設工事

②下地処理(サンダー掛け) ②下地処理(サンダー掛け)

工程省略 ③プライマー塗布/養生

工程省略 ④不陸修正

③トレカ・ラミネート貼り付け ⑤繊維シート貼り付け

積層不要 ⑥(繊維シート積層)

④養生/仕上げ ⑦養生/仕上げ

⑤仮設撤去 ⑧仮設撤去

施工イメージ

(トレカ・ラミネートカタログより抜粋)

トレカ・ラミネート工法では明らかにしてつかの行程が不
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要となる.これは予め施工材料が工場で生産されており，

施工場所での加工，作業が短縮されているためである.

工法の確認

構造計算

4.2.施工前・施工後 5.2.事前調査

トレカ・ラミネート工法を簡単に理解するため，本学で行 (1)施工対象のひび割れ，断面欠損，鉄筋の錆の状態

われた工事の施工前と施工後の写真を見てみる. 等の調査を行う.この事前調査で不具合あれば対処する

--一司 必要がある.

施工前

施工後

断熱処理のウレタンが既に塗布されており，施工部分が

見づらいが，塗布された断熱材の下に一定の間隔で貼り

付けられたトレカ・ラミネートの帯板が見える.

5. 本学でのトレカ・ラミネート工法の例

5.1.事前検査(自主検査)

トレカ・ラミネート工法の適用分野は，積載荷重の補強

に限らず，あらゆる構造物の補強に利用することができる

5.3.事前工事

(1)断熱材等の補強対象の既存仕上げの撤去， (2)幅

O.3mm以上のひび割れは樹脂注入にて補修， (3)必要

に応じ，断面修復および鉄筋防食処理を行う，幸いなこと

に本学の事前検査では改善すべきところは発見されなか

った， (4)炭素繊維強化プラスチック(以下CFRP)帯板の

接着位置を墨出しする.

補強対象の既存仕上げ撤去作業(断熱材撤去)

床補?重工手
差也し

が，施工の可否を事前に検討しておく必要がある.本学 CFRP帯板接着位置墨出し作業

の施工においては，施工前に建築設計会社と施工業者 5.4.下地処理

により，以下の確認を行っている(1)コンクリート駆体部分を研磨し，劣化したコンクリー

床耐荷重工事設計 トの除去， (2)エアプロア等で粉塵の除去， (3)油類はシ
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ンナ一等で脱脂する.

コンクリート駆体部分の研磨作業

5.5.不陸(ふりく)調整

(1)下地表面の乾燥状態を確認(表面含水率 8%以下)，

(2)不陸修正面の清掃， (3)不陸面修正剤の混合， (4) 

不陸修正材を塗布して表面の不陸，段差を修正する.

(不陸読み:ふりく床や壁面等が平滑ではなく凸凹していること。

又は水平でないこと。)

!反

表面含水率の測定と結果(4.0%< 8%) 

5.6.接着準備

(1) CFRP帯板の接着位置を墨出しする， (2)CFRP 

帯板は継手を設けないないよう割り付ける， (3)施工長

を計測し， CFRP帯板を切り出す， (4)切り出した CFRP

湿度 42%

シカデえアお J{1主
主制:夜fヒ制

..3 : I 

接着剤の混合作業

5.7.接着剤塗布

温度21"c 

(1) CFRP帯板の接着位置墨出し， (2)下地表面の

清掃， (3) 下地表面に接着剤塗布， (4) CFRF帯板に

接着剤塗布， (5)接着剤塗布量に注意， (6)気温 5
D

C以

下，湿度 85%以上の場合，雨天及び結露の恐れがある

場合は施工しない， (7)可使用時間を過ぎた接着剤は使

用しない.

帯板の接着面をシンナーで清掃， (5)接着剤の混合 CFRPへの接着剤塗布 下地表面への接着剤塗布

(6)気温 5
D
C以下，湿度 85%以上の場合，雨天及び結 5.8. CFRP帯板接着

露の恐れがある場合は施工しない(1)接着剤の塗布後，速やかにCFRP帯板を貼り付け，

-・.t.Ii 工宇島|・・・・・闘再. ι'...1..1.'え 1 ・・BE 山地 Urs;OXJ: I 
E ..... :1. _ _  .---

V盃a圃圃圃圃
ーIJP".iI 

施工環境の確認 CFRP帯板の清掃

(2)接着剤がCFRP帯板の両側からはみ出るように補強

対称表面に密着させる， (3) はみ出した接着剤はへラ，

ウェス等で、除去， (4)接着剤の可仕時間内で接着作業を

行う， (5)気温 5
D

C以下，湿度 85%以上の場合，雨天及

び結露の恐れがある場合は施工しない.
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cτRC>ヱ

宗主、)代1う4人乳4

CFRP帯板貼り付け作業

駆体コンクリート

断面修復

ど/

仕上げ CFRPラミネート シー力デュア30 下地処理

梁，床スラプ下面の施工例

(トレカ・ラミネートカタログより抜粋)

貼り付けられたCFRP帯板

5.9.養生

(1)接着剤が初期硬化するまで，雨水，挨などが付着

しないよう注意， (2)接着剤が十分に強度を発揮するま

で帯板には大きな外力を加えない， (3)周囲気温が 50C

以下になる場合は，加温する，などの処置が養生の段階

で必要となる.

5.10.仕上げ

(1)必要に応じ，仕上げを行う， (2) 仕上げの施工時

期は接着剤の初期硬化後とする.

手

乙
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施工後の断熱材吹き付け作業

6.トレカ・ラミネート工法による積載荷重補強結果

設置サーバ+ラック，エアコン等の積載荷重

重量

サーノ.:i;+ラック 10，000 N/台 CO.8x1.2m)

2，500 N/台(設置エアコン)エアコン

施工区画と設置台数

範囲 サーノ.:i;+ラック 台数

区画A 12台 2台

区画B 10台 2台

区画C 12台 2台

以上の要件を踏まえ，トレカ・ラミネート工法による積載

荷重補強の可否の強度計算を行ったところ，以下の耐荷

重が得られることとなった.

トレカ・ラミネート施工後の可能積載荷重N/rrf

補強後スラブ

10，500N/rrf 

既設スラブ

4，000N/rrf 積載荷重

以上の結果から，トレカ・ラミネート工法により，十便な積

載荷重が求められることなった.

7.メインテナンス

施工箇所のコンクリートに含まれる水分は， CFRP帯板

の剥離などまねく恐れがあり，定期的に施工箇所の点検

が必要である.

8 施工可能条件
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施工可能な条件をまとめてみると，

・床下に施工に十分なスペースがあること
. 施工時，気温5"Cを下回らないこと

・施工時湿度 85%を上回らないこと
・施工対象の含水率が 8%を上回らないこと
施工対象のひび割れ，断面欠損，鉄筋の錆の状態等

が適切に処理されること.

以上の条件が満たせれば，施工検討を行うことができる.

9.施工費用

めると，

軽い

》 人手による施工で重機は不用である

〉 補強後の荷重増加は僅かである

取扱が用意

》 狭い空間での作業性が良い

》 他工事と同時進行も可能

施工空間への影響がわずかですむ

但し，この工法も当然限界があり，事前に十分な検

おおよその比較であるが，トレカ・ラミネート工法，炭素 討が必要である.

繊維シート工法，従来工法とのコスト差は大体次の様な

比率であると思われる.

M ・ラミネート工法|炭素繊維トト工法

100 150 

1O.積載重量補強に用いた材料

従来工法

200 

10.1.東レ株式会社トレカ・ラミネートTL520(CFRP 

帯板)

10.2.日本シーカ株式会社シーカデュア30

CFRP用接着剤

10.3.その他断熱用ウレタン等

11.所見・まとめ

トレカ・ラミネートによる積載重量補強工事をまと

参考資料:

玉井建築設計研究所北陸先端科学技術大学院大学・情報H棟サーバ室床改修設計業務

株式会社フノレタ建築工業北陸先端科学技術大学院大学・情報E棟サーバ室床改修工事，施工計画書

CFRPラミネート工法研究会・CFRPラミネート工法カタログ

東レ株式会社・トレカ・ラミネートカタログ

協力:

北陸先端科学技術大学院大学・施設管理課長小川増美*1，施設管理課・計画整備係平松靖之*2
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透過電子顕微鏡(TEM)の更新について

東嶺孝一

本日の報告内容 に
にι 1、!日設舗の状況と申請・採択について
2、有機試料舟TEMの更新

3、高分解能TEMの更新

4、データ伊~(H-7650， JEM-ARM200F) 

5、原子分解能観察のために

¥」ノ

12010年6月25日技術サービス部業務報告会

i日設備の状況:有機試料用T豆M

-平成5年導入以来共通設備として広く利用されてきた

・共通装置としてのTEMが15年近く使用されている

・過去3年聞に起きた主要な故障

老朽化が毒毒しいにもかかわらず、本学の教
官寄・研究プログラムに欠かせない設備として
利用されて泰た。(率戒19童手渡ヰ20件13研
究室31名(数負、学生、研究員〉の利用)

平成20年 3月 高蓄電圧がかからないトラブル
最近の機種の特長(旧設備では得られない性能)

1月 ビームが不安定になるトラブル

平成19年 10月 排気系統が停止するトラブル

ヰ月 ビームが不安定になるトラブル

平成18年 7月 ビームが不安定になるトラブル

2月 レンズ畿務氷;漂れトラブル

-最近は本来最高の性能が出る120kVの加速電圧が

かからなくなり、 100kVでも放電が起ることがあり、電
子ビームの不安定化が多発している。

・レンズの冷却水系統の劣化が著しく、近い時期に使

用できなくなる可能性が高い。

-有機試料の高コントラスト像

-各種自動化機能による容易な操作

-元素マッピング

.3次元トモグラフィー(立体)像
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-平成5年導入以来共通設備として広〈利用

・共通装置止してのTEMが15年近〈値用きれている

・平成17年度より本学の技術サービス制度(有償)で
地域の企業に対して依頼測定の機会を提供している

・平成19年度より文部科学省の先端研究施設共用イ
ノベーション創出事業「京都・先端ナノテク総合支援ネッ
トワーク」で他太学の利用も積極的に促進している

・問題点

近年増設したCCDカメラはPCによって
制糊されるが、顕微鏡本体はPCによっ
て制御されず、また顕微鏡本体の状態

もPCへ選倍されない。

EDX装雪景にマッピングの機能iま無く、
ポイントでの灘定のみである。

平成20年の利潤件数 171件14研究室
(教員、研究長による続問、および、技僚隊
員、支援研究震による依頼測定)

観察対象:半導体材料、セラミクス、金属ナノ
粒子、カーボンナノチューヅ、微生物等、
殺々な穏懇の材料の観壊が行われている

最近の機種の特畏(旧設備では得られない性能)

o PCによる顕微鏡本体の制御

・元素マッピング

oSTEM(走査透過電子顕微鏡)

[透過曜子顛微鏡更新の必要性(申講時資料から)1 

有機試料用透過電子顕微鏡(TEM)

有機材料のナノメータースケール
での構造解析に用いられる

高分解能透過電子顕微鏡(HRTEM)

結晶性材料の原子レベルでの構造解析
(HRTEM)と続料に含まれる徴譲元議の
分析(毘DX)Iこ用いられる

G -リアル…耐科…の
教育研究プログラムにとって基盤となる設備

中期目標・中期計画

・先端的な研究設備を用いたマテリアルサイエンス大学践教曹

・ナノテクノロジーと計算科学に基いたマテリアルの基礎研究を還しての環境調
医療・情報通信用材料の開発

・その主要な柱としてナノメータースケールで設計・制御された有機材料の研究、
あるいは、原子レベルで設計・制御された結晶性材料の研究
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設備マスタープラン(分析等装置等の更新計画)

ι 

工面E
ι 

生盤皇室呈

現有設備の利用状況や問題点、最新機器の利点や価格
などについて調査(説明資料、申請書類等で使用)

・各メーカーのプレゼン

.TEM所有機関への聞き取り調査

・デモ機の実地調査ι 

すEM試料調整システ

平成21年震教育研現議盤設備充実

倒:高分解能TEM導入に固する主なできごと

2009.3.17補正予算の照会

5月他機聞のTEM担当技術職員へ照会

6月 メーカー各社によるプレゼン

メーカー各社のデモ機調杢

導入説明会

・仕様策定義員会や導入説明会等
を経て仕様の決定

重A量E

e電j線、飽響、建欝設備等の増設、
移設、撤去等

・税者設備の麗薬、移設を含む工事
スケジュールの調懇

・摺迎設備の導入

7月電源等工事の調査

8月仕様書案説明会

10月入札説明会

11月 関係者聞の打ち合わせ

12月 メーカー確定(以降、下記工程表参照)

ー
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H-7650 

JEM-ARM200F(TEMISTEM) 

本学に既存のものと異なる新し
いタイプの電子顕微鏡

Scanning Transmission 
Electron Microscope 

収差補正機能付

JEM-ARM200F 
加速電圧:200kV 
電子銃:ショットキー電界放出銃
分解能:0.08nm(走査透過像)
0.19nm(透過顕微鏡粒子像)
0.10nm(透過顕微鏡格子像)
倍率:100-150，000，000 (走査透過像)
50一2，000，000(透過顧微鏡像)
照射系収差補正装置:組み込み

加速電圧:120 kV 
電子銃:Wフィラメント
分解能:0.2nm(格子像)、0.36nm(粒子像
倍率:200ー600，000倍(Zoomモード)
50-1，000倍(Lowmagモード)
試料傾斜:::!:::60

o 
(55ホルダ使用時)
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H-7650 
白金ナノ粒子のTEM像 (120kV) 

H-7650 
白金ナノ粒子担持カーボンナノチューブ (120kV)
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H-7650 

白金ナノ粒子担持カーボンナノチューブのEDSスペクトル

J EM-ARM200F 

Si(110)のHAADF-STEM像とラインプロファイル

| もEJII 喝主亀 有毒島 知地 噌喝 索、 恥海 唱も 「弘、 | 

l按華 ，.i".~~ .... <If::$併殺 .:易 今週V ヂ挙 ♂~タ ザイ
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除草島 BE吾~臨l\] 幅tf .'i:也 事梯 骨密 j房事 量望号 喧l司

ト ~骨骨11砂事u申告。昔主筆k-~._E 主~
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| ι骨 旬牢 骨場 時畢 i1掛 時毎 春時 弘n 世~

l抑制付制 l r;~_..，.日 BI 、J 判
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Siの構造モデル(ダイヤモンド構造)
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Si(110) 左図の青色部のラインプロファイル
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JEM-ARM200F 
金ナノ粒子のHAADF-STEM像

JEM-ARM200F 
EDSマッピングの例
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[涼子分解能観察のためにl
-浮遊磁場

→アクティブ磁場キャンセラで排除(ただし、センター雪量気皇室設繍やセンター装置の増設、移動が
あった場合、再調整が必裂となる可能性がある。体9000での観察中、 Scan~争Zoom切り替え時
など、比較的大きな鷺流変動があった場合には、ノイズとして現れる可能性がある。)

-音・声

→ブース、吸音材、鏡衝のカバーなどで対処(ただし、 H-9000使用者の話し芦が、議会によって
ノイズの原閣となる可能性がある。〉

・風・温度・気圧変動

一ゅ室内のき芝譲は轄射パネルによるため無風。霊遣は一定に傑たれる。(ただし、ブース、および
τEM謹のドアの関醗によって気配jこ10Paの変動があり、必ずノイズが現れる。また、センター祭
隣人り口の商翻きのドアの翻閉によって、約3Paの変動があることが分かっている。状却によっ
てノイズが出る可能性がある。)

・良いTEM試料の準備

。試料表E震のC，Pt-Pdコー・ティング→FIB→予様観警察→GentleMiII(仕上げイオン研磨)

OWireSaw(切断〉→DimpleGrinder(機械研腐)→lonPolishing (イオン研薦)→ GentleMiII 

Z争イオンクリーナ2争ぜームシャワー

|感配・非常に多くの人が関わった。ご協力を賜った。貴重な経験となり、ありがとうございました。

「一一・いろいろな問題点が絶えずあり、大塚先生や前之園先生に相談した。特に資金面では
佐々木前センター長によく相談した。

-カタログの数値に表れない内容等について、装置のデモ調査は非常に有効である。

・全体からすれば非常に短時間であったが関係者聞の打ち合わせで状況が太きく好転し
た。

|今後:I "TEM3台体制→ TEM3台+STEM1台体制(+試料作製装置の充実)

「一一・新たに雇用された2名のナノテク支援員の育成(富取・ナノテク支援拠点長、前之園先生)

"TEM試料作製室・TEM関係備品室の整備(山田センター長)

・外国人学生等への指導支援(大塚先生、アンブリ先生)

・近いうちに、興味をもたれる教員の先生に対して、簡単なデモで紹介することを計画。

.新しい機能であるSTEMとCs補正器Iこ関する文献を集めてライブラリにする。

-他太学で問機種を使用・維持・管理している方との情報交換ができればと考えている。

" 1， 2ヵ月後IこJEOLによる応用トレーニングを受講する予定である。

・試料の状態やTEM試料の作製が必要かどうか等によって、装置の稼働状況やスループッ
トは変わってくるが、装置の特徴を活かせるよう根気よく観察したい。
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質量分析分野
依頼分析効率化と新しい取り組み

1.依頼分析と実習

2.装置導入とメンテナンス

3.出張・基礎科学実験デモ等

北陸先端科学技術大学院大学

技術サービス部

ナノマテリアルテクノロジーセンター
大坂一生

質量分析について

[質量分析の流れ]

a)試料をイオン化

b)そのイオンを質量電荷数比によって分離・検出

|質量分離ト直面

MCP 
2次電子倍増管

四重極

三連四重極

イオントラップ

TOF 
TOFTOF 
磁場FTMS
電場FTMS
QTOF 
ITTOF 

EI 

ESI 
MALDI 

FAB 
CI 

APCI 
APPI 

ICP 

C

C

E

 

G

L

C

、
、
、



54

[管理装置一覧l

FTICRMS 
新規FTICRMS
LC-MS 
GC-MS 
MALDI-MS 
L-SIMS 
ICP-MS 

管理装置

特長:イオン化法と質量分離部の組み合わせで異なる
高感度，破壊分析

管理体制:職員一人で装置の維持管理・実習講習・依頼分析対応・新しい分析法の
情報収集と研究を実施
緊急時・不在時には，他の職員一人にメンテ補助のみ依頼

1.依頼分析業務

学内外の質量分析依頼に対応

r MALDIで分解
例〈イオン化時に反応

L MALDIとESIの関係

相談をすることで測定回数を減らし業務の効率を上げた
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分析依頼件数(2009年3月・2010年5月}

ESI-FTICRMS 
GC-MS 
ICP-MS 

依頼件数

全440件

FAB-MS 

。
。
。
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。
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ESI-MS 

講習・実習

講習と実習を受講し、認められた者が装置を使用できる
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[実習内容]
MALDI:低分子、高分子、Mw.3・5000の物質、力チオン化剤検討
ESI: 低分子、高分子、クラスタ一、力チオン化剤検討



56

実習の問題点

I試料調製に重点をおき実習]
理由1:装置を汚しながら測定する破壊分析のため

理由2:試料中の微量不純物を検出してしまうため

(成分が多いと，イオン化の競争もおこる)

今年度

実習の件数:32件 実習の件数:64件

濃度計算の計算式の提示

可能な限り依頼ではなく、実習を実施

2.装置導入とメンテナンス

ー新規FTICRMS導入

メンテナンス作業一覧

FTICRMS:フーリエ変換型イオンサイクロトロン共鳴質量分析計

a)質量分析装置の中で最も分解能が高い種類の装置

b)分解能が高いため，精密質量分析が可能である

c)磁場が強いものは分解能が高いため，高い質量領域の

組成解析が可能となる

|日FTICRMSは7T，新規FTICRMSは9.4T
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新規FTICRMS導入

a)天井工事
b)設置場所確保

(MALDI-MS移設)
c)室外機設置と工事

d)クエンチパイプ管工事
e)分散板検討

。導入経路打ち合わせ

g)マグネット導入と調整

h)力一卜部分導入

i)各部品組み合わせ

j)真空引き

k)業者性能確認

超電導マグ、ネットは冷却された状態で輸入した

定期保守以外のメンテナンス作業一覧

|日FTMS:真空表示計・・・表示パネル故障

ターボポンプ異常音・・・予定より早くグリスアップ
冷却水循環器用UPS停止・・・ヒューズ切れ
電気ノイズ・・・セルコントロールユニットにより検出されるノイズは

大きく異なることがわかった

MALDI:劣化した窒素レーザー交換
レーザー軸ずれの補正

LC 

オイル漏れのロータリーポンプを交換・・・予定よりも早かった
感度低下のため，検出器交換.同時に再チューニング
メンテ作業後に緊急停止したターボポンプを交換
ターボポンプ緊急停止に伴い，フィラメントが断線した

イオンゲージを交換
故障して数値を表示できなくなった真空表示パネルを交換
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その他の取り組み

-作成したマニュア)!.-
l)FTICRMSメンテナンスマニュアル作成
2)英語版FAB-MSマニュアル作成

・作成検討中のマニュアル
新しいFTICRMSの簡易マニュアル作成

新規FTMS以外の装置6台のマニュアル(日本語・英語)が完成

盟宜量迎

一般的な手法とは異なる分析法の取り組み

目的最先端の研究に対応するために
セン告ーとして独自の分析技術を検討するl-…ーを前処理法として検討

異分野の実験専門の方への相談
研究新しい分析法の検討

l.T.K旭国語気ム且盟且A，1h持出.T. Kawai， H勘抽h旬嗣a皿皿脚，.血岨dK.百可回醐'島pn>旬血c副侃メ肉a副丘阻h肺旬困dwi也Li排酔t血.，函h
Lid淘訓1ゆ岨d 2，4-D血並血司咽μ向環4均刷d世恒z皿血竃阻亙血M恩 by MAlD:且I目一4τ咽。田Fιベ剖M附3乳， 1.M聞骨帥宿皿~SO関IÇ.Jpn吻，， 2随醐9矢， S野7;3幻71日一-3閉77 7 

2.LNl阻副，I...Q国也H....畑出，岨dR.""回明.A剛i哨岨。fOn-1ine国民団"'"副町畑町回開抑副皿抽..8明時四問旬a
q旭岨晶岨国抽臨d加血Ami開界面白血喝面町出血H富田nS聞皿.And. Sci.， 2醐，酷 1197-1201

3. S τ'aira， N. Yolrota，I，.旦鍾晶M.Sakl阻oto，証b凪R.肱曲.，岨Y.S曲uhi，'Mau IPC岨-紅"皿岬唱。抽'''-岨d掴Iooolio乱岨m
thnP.袖Bg凱-"叫Am<民J.cbini醐 M曲cinc.2010; 31: 1-9 

4.!...Q盟且K.OkumurB， N. Miy嘘:e，.T. WatmJabe. K. Ni切彊恒，IiKawu出.mJd R. Aruawa， Qu.m抽.tive1IlIIUyti3 of m .岨血血n1additive in 
温副ゆ1.戸組"by間色"ト図師陣dlQordc師 F証皿liQIliz岨皿-略闇岡田町(SAIDJ.晶岡田insTiC>，. 11m'句副曲，J.MalIsSpcI(危加盟 S~ 
Jpn.，2010inpr明.

5.1..玉垣島A.Yo・ihimoto.K. N02岨 H. M-剖咽ki，lLKawu出血dR.'"包囲...S皿l皿C011IILC/MSA皿l問。fHnxocl>l岡b~皿S副
p~臨.."叩h四.1byA'皿抽出h・-白血i岨Jomz岨岨[崎町阻d Pbo価回包岨岨 (AP町""""'"，A皿l凪，2009;25: 1373-1376 

6.K.N，飽凪A加ui.!.旦昌也IiIu四出，副R."""叫盟恒国師τ抽血.""加AlbIi抽包IJonA曲岨金圃組Elc岨凶F宵
...... 岨I'ro<指値 UI:時皿Qn-凶c Ion S曙F祖師~，ANAL. SCL，2010包開削

7主 SWshi.I.....Q盟且S.T.irlI， Nu出個個均由by-句副島輔おtod luo<_鍾副ù>国n品但~.甲曲:omCllry， FI∞，d白胆"町 2010;
盟問事

直且量l
研携分担者

科学猿術短興梅槍(JST)A-STEPrFSステージ可能性舞揖タイプ{シ一司.在化/起業検IiE)J平成21年度箪2固楳択懐姐
リ".イオ分担冊ナノ.粒子宝橿"ーザーノ雌・1... オシ化賞畳分析(Nano-PALDIMS】春闘"jト食品の品質陣直方法の
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3.出張、基礎科学実験デモ

[出張]期間 2009年3月-2010年6月

2009.3.13京都先端ナノテク総合支援ネットワークシンポジウム参加

2009.4.21・22FTMS"QTOFによる生体試料質量分析セミナー参加

2009. 5. 13-15第57回質量分析総合討論会発表

2009.9.23・27第58回日本分析化学会年会発表

2010.2.26・27メタボロミクスセミナー参加・大学見学

2010.6. 15-18第58回質量分析学会総合討論会，兼第1回アジア
オセアニア質量分析会議発表

学会は，数少ないFTMS使用者との情報交換の場でもある

見学対応・実験補助・実験デモ

a) 2009年オープンキャンパス
・化学系と生物系の受験希望者の装置見学一部対応
.技術サービス部で色素増感電池担当

b) 2009年子供マイスターウィーク
-偏光実験デモ担当

c) 2009年ナノテクコース授業
・質量分析実習補助(10月、8名参加)
ペプチドのESI-MS、MALDI-MS実習担当

の2010年オープンキャンパス
・技術サービス部で偏光実験を担当
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学内・学外における技術支援業務 | 

ならびに人材育成プログラムについて|

1.通常業務:液化業務

2.通常業務:技術サービス制度・技術アドバイザー・ナノテク支援

3.若手専門人材育成プログラムの経過

図1 液化機本体

所属:技術サービス部

技術職員 村上達也

液体ヘリウムを必要とする装置が多数導入

超伝導量子干渉計(SQUID)

超伝導マグネット(SCM)

核磁気共鳴装置(NMR)

電子スピン共鳴装置(ESR)

一ζ二」

高価な液体ヘリウムを効率よく、

低いコストで、 安定して供給するために、
工作棟内にヘリウム液化室が設置。
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-液化機ならびに周辺機器の稼動状況:良好

-液体ヘリウムの供給状況:良好

-トラブルシューティングの内容をノートヘ記載(マニュアル化を目標)

スピードセンサー交換・タービン交換・..

-他機関の液化機の定期保守の情報を継続的入手:メンテナンス等ヘ反映

ex.理研液化設備の水素ガス除去対策

2 

.1学内学外に対する支援業務問2…固まで-
2006年技術サービス制度 開始

①|特徴
大学の最新鋭設備を利用して、民間・公設の研究機関、試験機関等では

対応できない測定・試作・試験を、また、大学の知識を活かして有料で技術指導等を実施

2006年技術アドバイザー制度 開始

②|特徴
共通装置の使用法指導:ダイシングマシーン、原子間力顕微鏡、ワイヤーボンディング・.. 

2007年ナノテク支援サービス制度開始

③|特徴 ー

大学等が有する先知的な研究施設・機器の無料で共用を進め，イノベーションにつながる
成果を創出するために、文部科学省が新たに開始した委託事業

( 上記3つのカテゴリを三位一体とした支援業務を実施

3 
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112学内戦に対する支援業務問2…固まで-
原子間力顕微鏡(AFM)@ナノセンター2階

pcmo-740-0.4um-a 

pcmo740.0.005 

Digitallnstruments 

Numberoiに samples 

ImageData 
Datascale 

x 2.000μm/div 
z 200.000nmjdiv 

viewangle 

lightangle 

図 2 酸化物薄膜の表面形状:高さ数100nmオーダーのグレインを確認

.試料の表面の形状分析をするために使用

・技術アドバイザー業務:装置の使用法に関する指導

4 

.学内学外に対する支援業務仇(……固までI
ウエハーダイシンゲマシーン@ナノセンタ-1階

イヤモンドカッター

図.3ダイシングマシーンを用いた基板力ットの様子

-基板(例えばSi基板)を研究に都合の良いサイズにカットするために使用

.技術アドバイザー業務:装置の使用法の指導

(2010年4月に装置のリプレイスを実施した)

5 
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.4学内学外に対する支援業務問2…固まで.
X線電子分光装置(XPS)マテリアル3棟1階 可石膏亘函玉孟面高ル圃 ・示百可面面玉孟面，

~::~::=:・:::~::=:
CIo~__1). 

図.4液体プロセスで作成された薄膜のデプスプロファイル

-サンプル表面lこX線を照射し、生じる光電子のエネルギーを測定することで、

サンプルの構成元素とその電子状態を分析するために使用

・ナノテク支援制度の装置担当者として学外の研究者・企業へ技術的支援を実施

6 

-学内学外に対する支援業務問2…固まで.
内容 件数

技術アドバイザー:AFM 15(共著論文3本)

技術アドバイザー:ダイシングマシーン 3 

技術アドバイザー:XPS 26 

技術アドバイザー:電子線蒸着装置 2 

技術アドバイザー:ワイヤーボンデ、イング装置 1 

技術サーピス制度:UPS 1 

技術サービス制度:島田E立ち上げ・薄膜のリスト作成 30 

技術サービス制度:スバッタ装置立ち上げ・薄膜のリスト作成 30 

技術サービス制度:民間企業からサンプル試作依頼・会社訪問 10 

ナノテク支援:XPS測定 畳量豊畳

オープンキャンパスに関する取組み

ー企画立案等の打ち合わせに参加・デモを実演ー 仁今盟副

資格:知財検定3級受験 昨通常業務に町スキルアップ

7 
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31 若手専問育成プ的ムー~'I'I!]年 i[']…タート

文部科学省大学等産学官連携自立化促進プログラム

若手専門人材育成プログラムの概要について

趣旨
・産学官連携活動に関する情報収集・分析能力・その活用に関する実践的能力に長けた事務職員

.幅広い『産』のニーズのわかる技術職員
・産学官連携に関する実践的能力を持つコーディネート人材

の3つのタイプの人材に対応するコースを通じて、計画的かつ継続的に若手専門人材を
育成することによって、産主幹官連携活動の質の向上を図る。

育成対象者及び人数 (1期につき}

.事務職員/1名
・技術職員/1名
・産学官連携研究員(ポスドク相当)/3名

8 

学生への教育・技術貢献

業務に関する自己啓発

教員への盟宜主撞・技術貢

て了
産のニーズがわかる

専門前技術コーディネーター

..".....-産学連携同同岡崎、、

/二 芋婚から母融轍僻蜘議¥

o瞳舗と束事僻排ヲ→轍
、、 υ 鼻同韻寵，~畢践し
、、、、 {ヨーディネーター3
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33若手専問育成刈ジウム

⑦幅広い「産Iのニーズのわかる技術職員像の調査

「北陸先端科学技術大学院大学若手専門人材育成シンポジウム」

〔開催日〕平成21年3月3日(火)13 : 00-17: 00 
〔会場〕一橋記念講堂(東京都千代田区一ツ橋2-1-2学術総合センター肉)
〔参加者数) 144名

〔目的〕

・産学官連携の今後を担うことが期待される若手専門人材を育成するうえでの

諸課題を浮き彫りにするとともに、それらを克服するための手掛かりを得る

・シンポジウムの企画・立案・集客まで幅広く参画することで企画立案能力の向上を図る

当日の流れ

10:00 -12:30: 技術職員の育成に関する情報連絡会
13:00 -17:00: 北陸先端科学技術大学院大学若手専門人材育成シンポジウム

(第1部、第2部)

34若手専問育成山ジウム

技術職員による情報連絡会

大学 | 発墨書イトル

大学共同利用機関法人商工ネJレギー臓器研究糊|高エネルギー加速嗣究欄技術職員の研糊度について

太学共同利用樺開法人高エネルギー加速器研究濁構|高エネルギ一如速器研究極構掠術職員専門課程研修について

沖縄高専

沖縄高専

京都大

新渇大

電気通信大学

東京工業大学

東京工業大学

名古屋工業文学

奈良先端大

大阪大学

大阪大学

岩手大

岩手大

技術職員の人材育成についてー京都大学原子炉実験所技術室の場合一

『電気通信大学における技術部集合研修について」

東京工業大学技術部半導体・MEMS支援セン事ーにおける人材育成

『研修企画の取り組みと人材育成プログラム」

『名古屋工業大学技術部組織での人材育成』

NAIST技術職員の研修移加プロセスと問題点

『大阪大学及び理学研究科の職員研修について」

『大阪大学及び理学研寛科の職員研修について」

岩手太学技術部における技術職員研修の現状

岩手太学技術部における技術職員研修の現状

参加された技術職員の人数:40名以上

10 

11 
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35若手専門人材育成シンポジウム | 
技術職員による情報連絡会

12 

6若手専門人材育成河内ム

第1部
『人材育成プログラムを考える』をテーマとして話題提供
東京大学産学連携本部・(独)国立科学博物館・(財)日本立地センター

第2部
『国立大学法人における技術職員の育成と産学連携』をテーマとしてパネルディスカッション

山下勝比拡氏(株)東芝技術企画室理事
川田宏之氏 早稲田大学基幹理工学部教授

上松和義氏 新潟大学工学部技術総括
山田省二技術サービス部長・教授

13 
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37提言課題

提言

・産学連携において大学を変えるキーパーソンの一人が大学の技術職員なのではないか
.ノウハウを蓄積するためにも大学の技術職員が産学連携人材として重要である

課題

・営業的な感覚と経験が必要

・特許の理解とマーケティング能力

・学内の研究者とその研究内容についての理解能力
.企業訪問するための予算獲得

出張学内公開セミナー(一…固まで)
ー幅広い「産」のニーズのわかる技術職員像の調査ー

出張先・学内公開セミナー 成果

若手専門人材育成シンポジウム
産学連携に閲する人材育成の調査
技術職員と人事交流〈日人〉

中部イノペネット 産のニーズに閲する調査

平成21年度京都大学総合技術研究会 座長・人材育成の聞査・技術職員と人事交流 (20人〉

産のニーズに聞する調査
MEX金沢 企業の技術者と人事交流白人〉

技術サービス制度・ナノテク支援制度の紹介

第日国産学連携会瞳 産のエーズに関する闘査・人事交流 (10人)

口頭発表・技術職員の人材育成等の調査
人事支漉(10人〉

14 

平成21年度石川県地区国立文学法人等技術研修
シグマ光機〈株〉との人事交流・技術サービス制度の紹介
〈薄膜コーティングに興味を示している旨回答を頂いた〉

産のエーズに閲する闘査
異分野連携フォーラム ....4研究合同企画~ 企業の技術者と人事交流(10人〉

技術サービス制度・ナノテク支援制度の紹介

15 
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3.9出張学内公開セミナー(問2…固まで)
ー幅広い「産』のニーズのわかる技術職員像の調査ー

出彊先・掌肉公開セミナー 成果

技術サービス制度受注・人事実施 (5人〉
県肉企集と技術サーピス制度の打ち合わせ (卒書生を獲得したいとの生の声を聞きだす〉

(本学教員との面醸希望を受け、実陪に面眼を実施〉

公開セミナー:蹟争的資金制度と獲得実践 競争的資金獲得のためのノウハウ蓄積の一助

公開セミナー:コーディネーシヨンのケースス事ディ
文部科学省産学連携コーディネーーから実際の実務肉容を
紹介頂いた

公開セミナー:期待される産学官連携コーディネ-~像 民間企書の観点から産学官連携コーディネー舎の望まれる
書を脱明頂いた

産学官連揚人材育成セミナー 技術職員と人事実施(10人〉

平成21年度高エネルギー加速・研究栂構技術研究会 技術蔵員の人材育成等の圃査・人事交涜 (5人〉

実行要員と研修生の蘭合わせ
喰略展開プログラム実行要員会，加

研修生に求められていることの確寵

学外に対する支援業務

内容 件数

技術サービス制度:MBE立ち上げ・薄膿のリスト作成 30 

技術ザーピス制度:スバッタ装置立ち上げ・薄膿のリスト作成 30 

技術サービス制度:民間企業からサンプル試作依頼・会社訪問等 10 

ナノテク支援 :XPS調~定 昼盤量生

よコー
今後の予定・課題

-技術サービス制度(薄膜作成等)で身につけた技術力・専門性を生かし

ナノテク支援・技術サービス制度の推進

-共同研究への橋渡しの仕組みづくり

-圏内と大学のネットワーク構築

16 

17 



69

ナノマテリアルテクノロジーセンター

工作室業務の活動状況
平成21年度

報告内容

工作室担当技術職員

仲林裕司

・依頼工作(依頼件数推移・作業工数)
・講習(JIS製図講習・ガラス細工作業台利用講習)
.維持管理業務(工作機械メンテナンス報告)

依頼工作報告(件数推移)

年度別の依頼工作処理件数推移

H18年度より年間約200件前後で推移している
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依頼工作報告(工数内訳)

H21年度依頼工作業務の工数割合

-工作作業

・事務処理

・機械設計

約6割機械を用いた作業
約4割デスクワーク

依頼工作報告(工作事例)
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製図講習(J15製図講習)

-開催日時(場所:M3・4講義室

2009/08/03 

-参加人数 19名(教職員含)

-開催概要

・JISZ8311 '" Z8318， B0002 '" B0004， B0401， B0405 

B0621， B0021， B0031の基本的知識の習得と製図実習

.フライス盤，旋盤，ボール盤のビテ、オ作業クリップ視聴、

製図講習(ガラス細工作業台利用講習)

-開催日時場所 2009/08/26工作室

-参加人数 14名(研究員含)

-開催概要

・工作室の利用方法

-ガラス細工台の利用方法

(安全教育、準備、バーナーの取り扱い法、清掃他)

・質疑応答
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機器維持管理報告(2009年度実施一覧)

ワイヤー放電加工機 イオン交換樹脂交換作業
ステーシφ動作，ワイヤ回収ラインの不具合
加工液漏れ不具合
次期リプレースの検討

NCフライス盤 オイル交換

NC旋盤 オイル交換・精度点検作業

汎用旋盤 オイル交換・清掃分解作業
コレット旋盤自動送り機構の不具合
刃物台送り機構の軸摩耗による不具合
vベルト、テンションローラーへ7リング交換

LabVIEW 年間保守契約

汎用フライス盤 オイル交換及び精度点検

精密旋盤 オイル交換及び精度点検

LabVIEW保守契約、 NCフライス盤、 NC旋盤の精度点検は問題がない為、割愛する。

機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

• 2009-3-3 

症状:ステージ走査時の瞬停

原因:部品劣化の可能性

対応:X，Yステージ用ドライバの交換、調整を実施

ワイヤ一放電加工機全景 交換するドライバ基板
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機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

• 2009・3・3

症状:ワイヤーが回収できない場合がある

原因:アクチュエータの性能低下(運動軸の錆)

対応:部品の交換、調整を実施

ワイヤ一回収ライン アクチュエーターの不具合状況

機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

• 2009-3-3 
症状:加工液が漏れる場合がある

原因:ポンプの性能低下、コーキング材劣化

対応:ポンプの交換，コーキング再塗布

ワイヤ一回収ライン
加工液吸い上げポンプ
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機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

2009-4-23 

症状:力日工液が加工槽から頻繁に漏れる

原因:力日工時のスクラップ体積と樹脂部品劣化

対応:ジャバラ、アーム部品交換、スクラップ除去、清掃

除去したスクラップ(重さ:約1kg)

機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

-昨今のメンテナンス傾向として

1.納入10年以降の部品劣化要因の修繕が増加

(特にコーキングや樹脂部の劣化が顕著)

2.ステージの寸法精度に大きな変化はなし

-メーカーの保守体制

1.機械系の保守は今後も対応可能。

2.電気系の保守は代替部品となる。

(電気部品の在庫減、廃番によるもの)
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機器維持管理報告(ワイヤー放電加工機)

.次期ワイヤー放電加工機の更新の検討

現行機:三菱電機 DWC90CR1('96.5納入14年経過)

検討課題

O作業内容に対し現行機と最新機の性能差による作業効率の比較検討
(現状作業の効率、最新機の加工方式、機能の追加等)

0メンテナンス性、耐環境性、リサイクル制度の比較検討
(ワイヤー使用量、使用済ワイヤー回収制度、簡易メンテナンス性等)

市場調査

O最新機のデモ試作を行い作業効率の調査
O展示会での最新機の実機調査

これらを実施しリプレースの必要性・時期の検討準備を行う

機器維持管理報告(精密旋盤)

• 2010-2-17精度点検結果合格(一部許容値限界付近)
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機器維持管理報告(汎用フライス盤)

• 2010ふ 30精度点検結果合格(一部許容値オーバー)

許容値O.02mm

納入時O.008mm

機器維持管理報告(各種汎用旋盤)

• 2009-12-20コレット旋盤の自動送り機構不具合

業者にヒヤリング原因:エプロンと母材が接触?(エプロン台の一部に接触傷)
自動送りは使える為、気付かず長期間放置状態に。

対策:自動送り機構の注意点を再確認し、実習で通知。
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機器維持管理報告(各種汎用旋盤)

• 2009-12-20刃物台送り機構の軸摩耗(全3台)
ハンドjレ側

摩耗によるハンドル遊び
(バックラッシュ)
修理前:O.5mm
修理後:O.lmmJ以下

機器維持管理報告(各種汎用旋盤)

• 2009-12-20 Vベルト(全台)，ベアリング交換(汎用旋盤)
チャック側

原因:ベルト(ゴム)劣化と摩耗、ベアリングの球の摩耗(納入'96.4)
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機器維持管理報告(機器維持計画加0)

サ-/¥ー用UPS交換 2011/1予定予算￥200，000

LabVIEW保守契約 2011/3予定予算￥200，000

汎用フライス盤、旋盤オイル交換 2010/8予定予算￥60，000

SolidWorks保守契約検討 契約内容と価格を検討

まとめ(近年の業務傾向)

-依頼工作件数

・製図講習受講者

.工作機械利用者

・工作機械保守件数

所感

微増傾向

微増

減少

増加傾向
(全て昨年度比)

-依頼者が製図講習により基礎知識を得られたことで、依頼工作時の仕様

が以前よりも理解し易くなった。

-殆どの工作機械が納入後10年が経過し、樹脂・電気系部品の劣化因

による保全業務が増加傾向な為、機器の状態を注視する必要がある。
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!四
平成22年7月30日情報系技術職員業務報告会

更新した設備について

北陸先端科学技術大学院大学
技術サービス部知識科学教育研究センター担当

技術職員福島清信••••••••••••••• ••••••••••••••• ••••••••••••••• ••••••••••••••• 

目次 T
1
叩

-・司
-

NR
 -電算室演習用PC電源更新

.電算室演習用PCモニタ更新

.講義室設備更新

・グループウェアサーバ構築

••••••••••••••• ••••••••••••••• 
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電算室演習PC用電源更新...................0uu..... 
• 商用電源から瞬時電圧低下補償装置経由の給
電に切り替え

• 考慮点
瞬低補償装置分電盤内のブレーカ数
20AX20 
1座席あたりの消費電力
最大478W
PC: 358W (カタログ値)/実測最大約210W
液晶モニタ:120W 

• 計画方針
1ブレーカ回路あたりPC4台の給電を行う

••••••••••••••• ••••••••••••••• 

電算室演習PC座席配置図

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Uu・・・・・
|雪雪|

|雪雪|

|雪胃|

|雪雪|

|雪雪|

電算室

出入り口

|孟 尋 |

|雪雪|竺曹|雪雪|雪雪|

|古一|言言|胃言|胃胃|

|雪雪|雪雪|雪雪|雪雪|

|雪雪|雪雪|青青官官|

|雪空|雪雪|雪雪|雪雪|

|瞬低補償装置L-
分電盤

!四

|雪曹|

|胃 言|

|雪雪|

|雪竺|

|雪雪|

2 
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電源割当図••••••••••••••••••••••••••• !四豆豆
itL #2 #3 #4 #5 #6 #7 #8 #9 #10 #11 #12 

#13 

曹|雪

胃|雪

雪 11曹

雪 11雪

[|雪雪1 1雪 11雪|雪雪|雪曹|雪11雪

電算室

出入り口 •••••••••••• ••••••••••••••• 4 

電算室演習PC用モニタ更新

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ouu....!四
• EIZO S1901・Bに更新
大画面化 15inch→19inch

高解像度化XGA→ SXGA

スピーカ内蔵

••••••••••••••• ••••••••••••••• 5 
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講義室設備更新••••••••••••••••••••••••••• 
• Kl/2、K3/4講義室マイク本数増加
2本→4本

・コラボ3音響設備・プロジェクタ更新
音声の多入力対応

プロジェクタ解像度・明るさUP

・コラボ2プロジェクタ更新
プロジェクタ解像度・明るさUP

・申請義室ネットワーク更新
100Base-TX→1000Base-T 

!四

••••••••••••••• ••••••••••••••• 6 

グループウェアサーバ構築••••••••••••••••••••••••••• 
-サイボウズ、Officeサーバ構築
PC-Linux( CentOS) 

・データバックアップサーバ構築
Linux-Box(玄箱PRO/Debian)

・バックアップScript作成

!四

1.サイボウズへのユーザアクセス禁止設定
2.データバックアップサーバへのバックアップ
3.サイボウズ、へのユーザ、アクセス許可

・毎日定時(am4:00)に上記scriptの自動起動

••••••••••••••• ・・・・・・・・・・・・・・・ 7 
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技術サービス部
情報系技術職員第 2回業務報告会

平成21年度遠隔教育研究システム等の

導入に関する報告

技術サービス部

遠隔センター担当辻誠樹

1システムについて
1-1.調達・導入について
・情報科学センターの調達「平成21年度情報環境システム」の一項目であり、

主に平成17年度に導入されたシステムのリプレースである

-技術職員は、システムの運用管理者の観点からシステムの設計段階から

携わっている

1-2.システム概要
-教室で行われる講義(情報科学研究科)を収録し、VODコンテンツ(動画)として

蓄積、配信するシステム

・Webブラウザから利用で、きる学生のための学習支援ツール
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遠隔教育研究シス子ム

システム構成

収録指示

圃11
WMVエンコード装置

システム管理者

収録スケジュ ル登録
など

l轟 轟12言語/削除
l璽襲撃r信託ッ

講義収録サブシステム

2.システムの改善点
2-1.エンコード装置の統一

講師ITA 学生

l轟轟欝学習管理サーパlユ ザ仇フヱス
・ユ ザ認証
シングルサイノン
お知らせ機能
履歴管理

・霊鐘響縫経費.動画掲示板サーバ
-動画掲示板
ディス力ツシヨン・5造事選麗醸.インデツウス生成サーバ
・インデッヲス生成
サムネイJレ画像生成

ストリーミンゲ配信サブシステム

図1遠隔教育システム構成

エンコード装置として、沖電気社のrMPEG4リアルタイムエンコーダ」と
Photoron社のrPowerRecエンコーダ」の 2種類を使用していた

リプレース後.
Photoron社のrPowerRecエンコーダ」に統一した
-複数のシステムを管理する煩雑さを解消することができた
-動画を視聴する際に専用再生ツール(沖プレイヤー)をパソコン(PC)ヘ
インストールする必要がなくなった
図2講義収録サブシステム 図3収録ソフトウェア

川;"j‘;''''a1・品口 。 印刷何 同面

川Pロ岬巴rRec・・・・・・・

I I I"J~.' "'1_ 

111 "y.. ・邑
t三て j

|巴Jf'inP

直三里堅三コ
軍主空五亙三ゴ
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2-2.収録スケジュールの管理方法の統一
講義の収録スケジュールの管理方法について
-本キャンパスは、沖電気社の収録管理サーバrUveOnAirEnterpriseJ 
-東京サテライトキャンパスは、エンコード装置ごとにWindowsの
タスクスケジューラ機能を利用していた

SGIの収録管理シスリテプムレでー収ス録後ス.ケジュールを一括管理できるようにした
信晴スケヲ.:t-J1，.覧 w，油田 Inler帽

李主幅…山一ωy/Il.'lt '量 句 xl.'t白句 図4収録スケジュール管理
Ix[}“.iiヌロクに送也

W ilS~1ζ入勺 命

田 信 収'スケヲユー1(..-. X..iJ[冒理署]トザブ・JZ.:I~ 由 ' 図 '白 骨 ' ペー珂f). セーフティ伍1・ ッー川副.e.持

J机 収録管一ム
三時剥周回4 電i¥C室園 | 

巴也L晶画昌也幽圃
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服飾スケリュ-"戸賞
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2-3.学習管理サーバの統一
本キャンパスと東京サテライトキャンパスで、学生向けサービスである
学習管理サーバを統ーした
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2-4.配信動画の複数化
視聴者の再生環境に合わせて動画を選択できるように、

複数の品質の配信動画を公開できるようにした

図6VODコンテンツの種類

高解像度コンテンツ オリジナルのVODコンテンツ。

講義収録サブシステムで収録する際のパラメータは以下の通り。

Windows Media Video形式

解像度:1280X720、フレームレート:15fps、ピットレート:3Mbps

ファイルの拡張子園r.wmvJ

低解像度コンテンツ 高解像度コンテンツを次の形式に変換したVODコンテンツ。
Windows Media Video形式

解像度:640X360、フレームレート:15fps、ピットレート:500kbps 

ファイルの拡張子:r.wmvJ 

Podcast用コンテンツ 高解像度コンテンツを次の形式に変換したVODコンテンツ。

H.264形式

解像度:640x 480、フレームレート:15fps、ピットレート:500kbps 

ファイルの拡張子園r.mp4J

2-5.動画掲示板サービス
新たに動画掲示板サービス(NTT-アイティのrMedia0陀hestra/Boad吋J)を導入した
・配信動画の視聴者同士が、互いにコメントのやり取りができるサービス
-動画を視聴しながら他の視聴者と意見や質問を交換できることが、よりいっそう
講義への理解を深めることにつながるのではないかと期待されるサービス

図7動画掲示板

前望月

川
一
川
両
一
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2-6.モニタリングシステム
講義の収録状況(講師映像，資料映像，音声の録音レベル)の確認は、
各講義室に設置されているエンコード装置にリモートログインをして行う必要があった

リプレース後号
各講義室の収録状況を1枚のディスプレイで確認できるようにした

"Axis社の「ビデオエンコーダ」と「管理ソフトウェア」を利用

図8モニタリングの状況

3.今後の運用について
1.現行システムが稼働を始めて5か月しか経っておらず、その問、不具合の修正を

行ってきたが、今後もサービスの向上と安定稼働のために不具合の修正を行っ
ていく必要がある。

不具合の例

・英語表記に対応していないメニューなどがあった{学習管理サーバ)

-ある条件に陥ると動画のエンコード処理が行われなくなることがあった(収録管

理サーバ)

2.サービス向上のためすでに 1度カスタマイズを実施したところではあるが、今後も
利用者の視点に立ってサービス向上のために改善を進めていく必要がある。

3.動画掲示板サービスについては、新しく導入したサービスということでマニュアル

などの整備が不十分な点があると思われるので随時見直しを行って1，¥(必要が
ある。
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平成22年7月30日発表

非同期型学習支援タイプの
業務について

相互コミュミニ
ケーションタイプ

(同期型)

学習支援タイプ

(非同期型)

技術サービス部

遠隔教育研究センター担当

技術職員但馬陽一

様々な教育の方法

-テレビ会議システム

. PCを利用したコミュニティ

. Space Col laboration System 
(衛星通信大学問ネットワーク※H20年度廃止)

.Web sased Traininz ←昨年度に報告

.V ideo On Demand ←今回報告

. DVD， Video，CDなどのメディア媒体のもの ←今回報告

昨年は、 Webbased Trainingについて報告させて頂いた。
今年は、 VideoOn Demand .メディア媒体のものについて
報告致します。
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Video On Demand ・メディア媒体のものの依頼から完了までの流れ

|撮影機材などの選定 |

準備↓

構成図作成および

機器構築

撮影↓

|撮影の実施 |

編集↓

報告

|打ち合わせ内容|

.撮影日時

・期限

-最終形態およびポリシー

(Vod"配信範囲・サーバーの選定

メディア・拡張形式など)

・画面レイアウトなど

仁二コ 技術職員主体の部分

仁二コ 技術職員主体の作業部分

事例:マテリアルサイエンス研究科研究室紹介

主担当:但馬技術職

準備↓
数ある収録方法からPowerRec
に機材による収録を選定

準備↓

構成図作成および

機器構築

撮影↓
|撮影の実施 |

編集↓

報告

|打ち合わせ内容|

・撮影日時:4月12日(月)-14日(水)

-期限:コンテンツ利用は9月だが、すみやかに

・最終形態およびポリシー

:DVD-Data形式で2式作成依頼

-画面レイアウトなど

:当日のプロジェクタから出すPCの映像
(Power Point"動画など)をそのままキャプ
チヤーし、音声と組み合わせる。

講師が説明している姿の動画はいらない

動画は説明者毎のコンテンツとする。

仁二コ 技術職員主体の部分

仁二コ 技術職員主体の作業部分
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事例:マテリアルサイエンス研究科研究室紹介
構成図作成および機器構築

平成22年度マテリアルサイエンス研究科研究室紹介撮影システム構成図

U
 

小ホル既設システム

管理用モニタ PowerRecMV(PC) 
アナログRG8分目器
Imagenics製 DD-106 講師PC
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構築した機器

一τ~ ~互空豆コ

打ち合わせ内容の条件や、講義室等備え付け設備との絡みで複雑な構成
になることがある。特に音声系。

事例:マテリアルサイエンス研究科研究室紹介
撮影の実施

撮影は収録機材を会場の目立たず邪魔にならない場所に搬入して実施。

撮影中は息を殺しながら雑音が入らないよう注意して、収録機材に張り付く。

収録中の主な仕事は以下の通りです。

1)説明者毎に変わる音量の調整
2)収録PC画像の入力状態の確認
3)なんならかのトラブルでワイヤレスマイクが使えなくなったときの対処
(集音マイクへの切り替えや別マイクを渡すなど)
4) 司会者・説明者への機器に関する補助
5)収録機器のトラブル対処
6)説明者の順番などの確認(編集作業に必要)
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事例:マテリアルサイエンス研究科研究室紹介
編集および最終形態にアウトプット

{編集}
打ち合わせの通り、説明者毎にコンテンツを分ける。
その際、START.ENDの位置に気をEる。
また、音量やコントラスト等のチェックをし、適宜調節する。

まとめ

{最終形態にアウトプット}
打ち合わせ通り、DVD・Data形式にて必要枚数、
作成する。

DVD作成後、遠隔教育センターの先生方に報告し
依頼者に完成物を渡して業務は完了です。

昨年度は情報アーカイブについて報告させて頂きました。
機器の常設・収録の自動化が進んだ情報アーカイブに対して、今回

報告させて頂いたVideoOn Demand.メディア媒体のものはスポットで
機器を構成し撮影・収録・編集に臨んでいる。
依頼内容および使用講義室・撮影環境が依頼毎に違うため常用の

システムが組めない。
そのため遠隔教育センターにある機材の把握や仕様を、一通り把握
しておく必要がある。また、新製品の情報の収集や機器展示会などに
参加し予測されるニーズに応えられるよう導入の提案などしている。
今後もスキル向上・機器の情報収集および取り扱いの習練に取り組み
Tこし、。
現在仕事の傾向としてはリアルタイムの多地点会議・講義が多い。
またイベント開催に伴う他拠点への同時配信などもある。
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6出張報告

平成21年度技術職員出張一覧表

期 間 人数 用 務 肉 事 場所

1 4月4日 4月5日 2名 平成21年4月入学者オリエンテーション(東京サテライトキャンパス)担当 東京都

21 4月8日，ー， 4月10日 1名 東京サテライトキャンパス講義収録システム変更作業 東京都

31 4月19日目-， 4月22日 1名
①FT-IRC MSセミナー②ESIイオン化ハイブリッド型質量分析による生体賦料分析セ

G:X2l東京都
ミナー

41 5月12日目-， 5月15日 1名 第57固質量分析総合酎論会 大阪市

51 5月15目 5月16目 Z名 平成21年度北信越・国立大学情報系セン事一長会議 長岡市

61 5Jl22日; 1名 MEX金沢2009 金沢市

71 5月25日 5月26日 3名 HPCワーヲショップ金沢2009 金沢市

81 5月29目・ー・ 5月30目 1名 平成21年度汀BLシンポジウム 横浜市

91 6Jl12日 6月13日 1名 平成21年度第1回学術情報ネットワーウノード担当者会職 東京都

1日 8月18日 6月19日 1名 透過電子顕微鏡の技術聞査 ひたちなか市

111 6月20目 I - I 6月21目 1名 第8国産学官連携推進会譜 京都市

121 6月21日 6月22日 1名 第3回SClIスウフォース及び算7田町BL利活用研究コミュニティ 東京都

131 6月23日 6月24日 1名 透過電子顕微鏡の技術聞査 東京都

141 6月25日目-， 6月26目 1名 第包囲園立大学法人情報系セン膏ー協議会 東京都

151 6月26日; 1名 印刷メーカーショーJレームにて平成21年度調達検討機種の実機検匝 東京都

161 7月14日 7月15日 1名 高圧ガス製造保安保員蘭習会 富山市

171 7月28目 7月29目 1名 平成21年度東海北陸地区大学安全衛生研究会 名古屋市

181 7月30日目-， 8月1日 1名 Adobe Premiere Pro CS4 2日間コース 東京都

191 8Jl26日 8月28日 1名 東京サテライトキャンパステレビ会腫システムメンテナンス 東京都

2日 8月27目 8月28目 Z名 平成21年度石川県地区国立大学法人等技術職員研修 金沢市

1名
第7固ナノテヲシン市ジウム及び京都 先噛ナノテヲ総合支援ヰットワ ヲ研究員/

京都市21 8月27日目-， 8月28日
職員交流会

22 8Jl31日 9月2日 1名 平成21年度東海・北陸地区国立文学法人等技術職員合同研修(機械コース) 豊橋市

23 9月2目: 1名 第4回sclIスヲフオース及7J第81ii11TBL利活用研究コミュニティ 東京都

24 9月2日 9月4日 1名 平成21年度東海・北陸地区国立文学法人等技術職員合同研修(電気・電子コース) 福井市

25 9月11日: 1名 北陸マイクロナノプロセス研究会第3因子ーマ別勉強会 志賀町

26 9Jl16日目-， 9月19日 1名 第4固情報系セン者一研寛交流・連絡会議及び第13固学術情報処理研究集会 秋田市

27 9月23日 9月27日 1名 日本分析化学会第四年会 札幌市

28 10月3日: Z名 平成21年10月入学者オリエンテーション(東京サテライトキャンパス)担当 東京都

29 10月26日目-I 10月27日 3名 平成21年度北陸地区目立文学法人等中堅職員研修 金沢市

30 11月13日目-I 11月23日 1名 Su問問omp叫ing2∞9
ポートランド
アメリカ合衆国

31 11月16日: 2名
平成21年度北陸ものづ〈りtl生協語会異分野連携フォーラム-4研究会合同企画

金沢市

32 11月19日 11月20日 1名 国際放送機器112009 千葉市

33 11月21日目-I 11月22日 3名 「子どもマイス事ー貰」関連イベントにて科学実験実施 能美市
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35 11月27日 I - I 11月28日 1名 兵庫県環埠研究セン告ー霞立配念蘭演会及び研究発表会 神戸市

36 12月10日;ー 12月11日 1名 第Z固イン告ーネットと運用技術シンポジウム 金沢市

37 12月17日; Z名 北陸マイヲロナノプロセス研究会第4因子ーマ別勉強会 金沢市

38 1月12日; 1名 第9固1丁目L利活用研究コミュニ子イ 東京都

39 1月28日: 5名 産学官連携人材育成セミナー 東京都

40 2月17日: 1名 2∞9年度18研北陸地区ブロッ守会職 金沢市

41 2月26日 2月27日 1名 ①メ事ポロミヲスセミナー@児島文学の質量分析装置見学及び打合せ d沼児島東京都

42 3月5回目 1名 産学官連揖戦略展開事業プログラム奥行委員会(※) 金沢市

43 3月17日 3月19日 Z名 平成21年度高エネルギー加速器研寛機構技術研究会 つくば市

(業)産学官連携戦略展開事業における研修生としての出張
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SC09出張報告

The Premier International Conference on High Performance Computing， 

Networking， Storage and Analysis， Nov.15・20，2009， Portland， OR 

平成22年 8月 31日

技術サービス部情報科学センター担当

二ツ寺政友

SCは HPC(High Performance Co回lPuting) とその計算機の稼働に必要な各分野の技術・製品等に関した

学術発表や各社・各研究機関の展示等が行われる国際会議である。情報科学センターでは、世界の HPC

動向を実際に見聞させ、技術職員の職務遂行に必要な基本、一般及び専門的な知識を習得させ、その資

質向上を図るべく、 2006(平成 18)年度より毎年技術職員を SCに参加させている。 2008年度からはよ

り積極的に SCに参加するため、]AISTとしての展示ブースを出展している。ブース出展2年目となる 2009

年度は 11 月 14 日 ~20 日にアメリカ・オレゴン州ポートランド市にて SC09 が開催され、技術サーピス部

から技術職員 1 名(筆者)が展示ブース設営から撤収までの期間 (11 月 13 日出国~23 日帰国)出張し

たのでここに報告する。

1. はじめに

SCは元々アメリカの国立研究所の関係者を中心

にボランティア的に始められた国際会議で、 1988

年アメリカ・フロリダ州オーランド市で第 1回

(SC1988)が開催され、 2008年テキサス州オース

ティン市で聞かれた SC08で 20周年を迎えた、世

界最大の HPC関連の国際会議である。 HPCとその

計算機の稼働に必要な各分野の技術・製品に関し

た学術発表やワークショップ、各社・各研究機関

の展示、その他多彩なイベントが開催される。当

初SCのターゲットはHPC分野にフォーカスしてい

たが、 HPCの発達、進化におけるネットワーク、

ストレージの占めるウエイトは増加の一途をたど

り、 2002年にはその正式名称、に Networkingが、

2004年には Storageand Ana1ysisが追加され、

標題に記したとおり現在の正式名称、は The

Premier Internationa1 Conference on High 

Performance Computing， Networking， Storage and 

Ana1ysisである。 2009年の SC09は 11月 14日~

20日にオレゴン州ポートランド市にあるオレゴ

ン・コンペンション・センター(図1)にて開催

された。ポートランド市での開催はこれで 3回目

である。展示ブースは IntelやNASAといった誰で

も知っているような大企業・機関の設ける大規模

なものから、大学の学内の一機関や、ある技術に

特化したベンチャー企業と思われる企業の小規模

なブースまで様々であった。 SC09のWebサイドに

よると、ブース以外の研究発表なども含め、参加

機関は約 320で1、また、 SC08での参加者数は約

11，000人である o

園 1 オレゴン・コンペンション・センター

• http://sc09.supercomputing.org 
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2. SCへの参加と出展

今回は昨年度のSC08に続いて2回目の自前ブー

ス出展であった。 JAISTからはブース設営に関与

するかどうかにかかわらず、教員 4名、技術職員

l名、学生 3名が出張した。今回は現地に行く技

術職員は私 1名となったことや、 SC06、SC07の時

のように単に学術発表等への参加や各ブースの視

察をしていれば良いのと違い、展示に向けた準備、

実際の現地での設営・展示・来客対応・撤収など

が必要となるため、私の出張期聞は 11月 13日(出

国)から 11月23日まで(帰国)となった。事前

に必要な各種手続きや、メンバー現地到着後のフ

ォロ一等も含め、 SC経験の豊富な木戸主任技術専

門職員をはじめとした学内外の関係各位に多大な

助力をいただいた。

SCの参加規約により、教育研究機関であれば最

初の出展費用はブース面積を 10フィート四方に

制限されるものの無料となり(JAISTでは昨年の

SC08がこれに該当)、次年度(同じく SC09)から

は出展費用は有料で展示ブース面積を選択できる

ようになるため、今回の SC09では面積を前回の倍

の 10フィート X20フィートとした。なお 10フィ

ート四方が大きさの基本の単位である。

展示内容は情報科学研究科松津研究室の裸眼立

体視のデモンストレーションと、 JAISTの並列計

算機ユーザである各研究室(情報科学研究科から

松津研・井口研・前園研と、先端融合領域研究院

から尾崎研)の作成したパネルと、 JAISTの全般

的な説明を載せたパネルであった。また情報科学

センターは同じく SCにブースを持っている日本

原子力研究開発機構の ITBL (Information 

Technology Based Laboratory)のメンバーでもあ

り、JAISTブースとほぼ同じ内容の作業を要した。

この ITBLブースでのJAISTでなすべき対応はほぼ

全てを前出の学生3名(松津研・井口研から参加)

が担ってくれた。

3. 現地での業務肉容

11月 13日に出国し、現地の同じく 13日に入国

した。事前設営期間では、ブースに既に届けられ

ている荷物の開梱・確認(図 2)や、後から運び

込まれたレンタル什器類の受取・組み立て場所の

指示・設置確認、ブース自体の組み立てが左右反

対になっていたのを、ブース出展者用受付カウン

ターに言いに行き入れ換えてもらったり、パネル

が足りなくなったので買い出しに行ったり、パネ

ル展示のレイアウトを試府錯誤したりといったこ

とをしていた。

会期中は主に JAISTブース(図 3、図 4)にて、

来訪者に JAISTのパンフレットを配ったり、質問

等に自分が答えられる場合には答え、答えられな

い場合には私は研究者ではないのでこの教員にコ

ンタクトを取ってほしいといった案内をしたり、

他のブースを視察したりしていた。また、 SC10で

出展するためのブースの場所予約会議に出席した。

会期終了後の撤収作業については行き違いがあり

私自身は作業に最後の最後までは関われなかった

のだが、他のメンバーが無事搬出を済ませてくれ

た。そして 11月23日に帰国した。

園 2 フースに届いていた荷物の開梱の様子

園 3 SC09での JAISTブース完成風景



96

園 4会期中のブース風景

4. S∞9出展者としての所感
SC08 (展示期間のみ出張した)の際には、会場

内の一区画の出入り口にとても近い、人通りの多

い場所にブースがあり、裸眼立体視のデモンスト

レーションがちょうど通る人の目に入る位置にあ

ったこともあり、足を止めてくれたり、実際に話

を聞いてくれたりしたお客の数は初めての出展の

割には多いと感じた。

これに対して SC09では SC08より少ないと感じ

た。他機関のブースではいかにも出展ありきのよ

うに見受けられるところもあったものの、私たち

の場合にはそこまで割り切ってはいないはずで

「情報科学センターは]AISTとしてSCに出展して

いる」というアピーノレだけでなく ]AISTの知名度

そのものを上げる役目を潜在的に負っている以上、

たくさんの人に立ち寄ってほしい。そのためには

どうすればいいのか、 SC08での経験も踏まえて感

じている事について自分の中で答えの出ている物

とまだ出ていない物とが混在しているけれども、

以下に記す。

1) 積極的にお客さんに話しかけていった方が

いいのか。

→]AISTは誰が見てもわかる組織では無い

以上、 r]AISTのことをご存知ですか?J 

r]AISTは大学院大学です。」等のように声

をかけるほうが良いかと思い、 (SC08と)

SC09では折を見て実行した。大学であるこ

とに驚かれ、さらに学部のない大学院だけ

の大学であることに驚かれる。SCI0以降も、

ただブース内でじっとしているよりは、た

まに人に芦をかけるぐらいの方が良いので

はないだろうか。

2) 集客のためのノベルティにも力を入れた方

がいいのか。

→決め手になっているとは感じられず、展

示内容の充実度やブース自体の注目度を上

げる工夫の方が先であろう。また、ノベル

ティ目当てにふらりとやってきてそれだけ

持ち去っていく人たちに持って行かれるの

も当事者としては時としておもしろくない

ことがわかった。

3) どんなブースにしたらいいか。

→展示内容については当然ながら並列計算

機を用いた研究成果等の発表がメインとな

る。これまでの展示の仕方では、通路に面

してカウンターテーブルがあり、その奥に

あるブースユニット壁面に主に各ポスター

を張り出しているため、ブースの奥に入り

込んでいかないと各ポスターの内容はわか

らない。我々のような小さなブースでは、

そのカウンターテーブルやブース内にいる

自分たちの存在が、却ってお客にブース内

へ入って行きにくいと感じさせる雰囲気を

作り出してしまっていて、結果的にブース

に立ち寄ってくれる人の数を減らしてしま

っているのではないだろうか。裸眼立体視

のディスプレイという、通りすがりの来場

者の足を止めるにはうってつけの仕掛けを

持っているので、後はブースの中にお客が

入って行きやすい雰囲気作りが大切だと感

じた。

ブースの場所について、場所予約会議の

順番の時に残されている選択肢の中で短時

間の内に選ばなければいけないので、あら

かじめ優先順位を決めるなどしておくと良

いだろう。人通りの多そうな所にするのは

もちろんのこと、 ITBLとの関係上、 ITBLブ

ースとも近い方が良いようだ。
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お客に渡す配布物について、広報室から

JAIST概要などのパンフレットを分けても

らって配っているのに加えて、A4あるいは

A3用紙1枚物の印刷物を用意し、主として

はそちらをお渡しする方が良いのではない

だろうか。渡された側もかさばらなくて良

いと思う。学術交流協定を結ぶにはどうコ

ンタクトを取ったらよいか、といった質問

も皆無ではないので、 JAIST概要のような

冊子もこれまで通り必要である。

4) 技術職員としてはブースで何をしゃべるか。

→研究的な内容のことはわからなくて十分

な説明ができないと思いがちである。しか

し「それは私には説明できません。」とすぐ

逃げるのではなく、定型的な紹介のカンニ

ングペーパーのような物を用意して、それ

を見ながらでも良いのでざっと説明をして、

内容が深くなってきたり、質問に答えられ

なかったりした場合には、自分は研究者で

はないため該当の研究者にコンタクトして

ほしいと伝えて連絡先を紹介する、などの

方法がとれるのではないか。 JAIST自体の

紹介などについても同じ方法が採れると恩

フ。

5. S∞9出張者としての感想
SC08の際にも私は出張しており、まったく初め

ての海外出張ではなかったものの、この時は展示

期間中のみの出張だったため、今回 SC09へ出張す

るにあたり、事前設営やその後の撤収、 SClOで出

展するためのブース場所予約会議に出席すること

など、自分にっとまるのだろうかという不安をか

なり前から感じていた。しかしこれは今となって

みれば、現地に行ってしまえば意外と何とかなる

(相手も仕事なので何とかせねばならないという

場合もある)ので、英語圏内であればということ

にはなるが、過度に臆することなく、海外出張の

機会を今後も得ることができるなら手を挙げたい。

現地では、ポスターに使用するボードが足りなく

なったため、このような品物はないかと文具庖を

訪ね歩いたり、 JAISTブースで既に組み上げられ

ていたブースの左右のユニットの位置が逆だった

ため組み換えを依頼するために受付カウンターに

行った際、「冊latis your question?J と言われて

しまったりしながらも、目的は果たすことができ

たり、といったことがあった。図を書いて説明し

たり、あるいは相手も「それはこういうことか?J

と言い直してくれたりするので、最終的には話は

通じ、組み換えてもらうことができた。

海外出張というと語学力や身の安全の確保など

が頭をもたげつい尻込みしがちである。しかし、

語学力については、繰り返しになるが何とかなる

ので今のままでも引っ込まずにこれからも出かけ

るようにしようと思う。同時に、その場、その時

間をもっと味わうためにはもっと英語を読む力、

聞き取る力、話すカを高くする必要があると感じ

た。これは、例えばSC会場で、何が書いてあるの

か、なんと言っているのかがわからないので結局

展示されている品物を眺めるしかないことも多い

ためである。身の安全については、公費であるこ

とや職員出張旅費制度上の制約などの事情のある

ことは重々承知してはいるが、会場に近く安心し

て滞在できる宿泊施設を、一般職員でも金銭的な

心配をせずに使うことができるようにご配慮いた

だければと強く思う。

JAISTブースでの展示内容、来訪者から受ける

質問等ともに、並列計算機ユーザの各研究室の研

究成果やそれに関することが主であった。私は普

段直接それらの内容に携わらない(技術職員は並

列計算機の管理運用にはあたるけれども実際上の

ユーザではない)ため、そのブースでできること

の範囲の狭さを感じた。これまでに参加したこと

のある他の技術研究会や技術職員研修等の席上で

見聞きした、研究的な内容の事柄にも携わってい

る技術職員の発表等を思い出し、自分もそういっ

た内容の職務をしていた方が良いのだろうか、そ

うであれば自分ももっと能動的に説明したりする

場面を増やせるのではとさえ思った。また、並列

計算機のユーザではないため個別具体の研究テー

マについてはよくわからないにしても、並列計算

機やそれに関連した各機器の仕組み、それらの内
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部の各構成要素の働きなどはきちんと理解してお

くべきだと思った。

6. まとめ

アメリカ・オレゴン州ポートランド市で2009年

11月に開催されたSC09に、 ]AISTブースを出展す

るために出張した。事前に感じた不安は大きかっ

たが、無事に終え、帰ってくることができた。同

じ日程で情報科学研究科松津研・井口研の博士後

期課程の学生 3名が参加しており、彼らの力によ

る所の大であったことをここに感謝とともに記し

ておく。今後私が向上させるべき物は何であるか

がわかり、とても良い経験をさせていただいた。

SCI0は出張参加メンバーではないため、 SC11等で

また機会があるならばぜひ手を挙げたい。

7. 参考

参考までに、日本からの各研究機関の出典ブー

スの写真をブース番号順に掲載する。一部写真を

撮れていないブースがある。また、記載自体の漏

れがあった場合にはお詫び申し上げる。

NAIST (※写真無し)

NII 

筑波大学

九州大学

同志社大学(※写真無し)

RIST 
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理研一GRAPEProjects 

JAXA 

埼玉工業太学一埼玉大学

:UUJl ιごごー?ti司
__~) ..1. LII誕百・・.竹.ーョ

関西大学

北海道大学

東北大学
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京都大学

一一一一一一一一.
どI

..圏両司彊l圏白 1
苧「EfJ国電工賢bII

JAIST 

T2K 

JAMSTEG 

ROIS 

1 http地 cyourway.supercomputing.orglexhibi包IbLname

2 ht旬泊c09.supercompu凶 g.o喝/?pg=about.h也u

以上
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7擁術サ日ス制鹿

本学の最新鋭叡備を利用して、民間公磁の研究楊閥、紙験楊関等では対応できない

測定拭作・試験金、また、大学の知.を活かして筏術指噂コンサルタント等を実抱

い"します.

匝圃

下記に竃噂しております通描先へご判官降下さい.本学で対応可嘗な衆件かrうかを判
断させていただき お引き受けできる場合の字飽をご案内いたします.

厘~

必要となる桐耗品費、霞備遺伝費用、.員が出張繍噂する場舎の交温費等をお支払い

たただきます.費用のお支払は前納が原則ですが、事情のある場合には後納とすること

もできます.

匝画盈亙亙亙E画

特許・著作権帯内の知め財'.;dl発生する可飴性がある場合にはその取扱いについて事

前に契約を交わします.可脂性がない場合は劉給条項を省略できます.

恒璽唖

双方の守語調暗について事前に奏曲を交わします.

本学の長新銀霞備を利用した測定・健作・，切険の詳細は次の>おりです

なお技術指場コ〆サルタント俸については取扱が異なりますので鉾鯛については

下記に和俊しております連絡先A病問合せ下さい.

• 
ー砲密保持契約(NOA)ー }咽

~ 
お申し込み・劃定内容匝

圃 -・・・・・・・圃 布克碩ももJ 周囲 ・~

圃 -----• 園圃 圃F咽

サンプル握出
同岡田旬開

圃._--- .， ..圃旬開

• -・・・・・・・圃 評価糧告
-圃.・ H

-・ ... :ー，ー『・

ー
-・・・・・圃圃圃

4 .77'J-7tロー7rl¥1'A. .開園同開
h. 
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匝正云至亙画亘量

l 岡本に歎台しかない高信・高縛度の研，管理史舗の活用が可官包

2 企業側スタフブの立会いが可育包

s 園立大学法人どして、中立な立，.. でのサービスを提供
.働団劃された測定から得たデータは金て企業に帰属.

5 専判スタッフがご精帳から商品質な調定までサポート 場舎によっては;0，

碓敏授のアFパイスを提供

a依渇阻2定から、訴作、試段、銀甜アドバイス 技術ヨンサルティングまで、多
調惨なサ-~~を提供

7. .町定から得た結果をもどに より高度な共同研究へスムーズに移行可'包

匡亙E園

. ...~院.スペクトル2剛定信置制M陶凶MHz) Bru向rBapSpin IncIAVANCE m 

【仕・1

プロトン".異論周旋敬語情説溜..に相当する.噸強度18.8テスラの大...カな鍾.湖周陣右を椿

っ..装置です"， IH， l!iN， 13Cを検出できる橿陪観釦田町属度検出揮が接僻されています.との8露

出"は信号の検出系金低温こ冷やすととで積によるノイズを械らすととでシグナルとノイズの

比金従来の ψ、5惨に肉よさせています.
【特徴1

.噸強度の増大は""情号の慮度と解像度の双方を陶よさせるので強力な・場金持q浄事担で

は従来検出不可也であうた欄帽の制現時でも測定可能な陪か、司区織な分子鶴迭を縛つ献畑でもそ

の構造己防する脅密な情鎌倉得るととがで舎ます.荷分子繍飽性秘棋の梅進と物性の解明に役立

つほ語、タ〆パタ慣などの生体分子の立体鳴盗キ噂鑑金網開するのにも大きなカ量発揮します
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-先電子分先麓置理事計'側IAD-<

【仕縫】

欄定原理は佳エネ瓜，~-電子制'臨誌です.光電子測定エネル~-走量購闘は S.4 -6.8eV、標

事偏差まaω 自Vです.また鎌援のスポヲドサイズは，-.掴であり 一回の測定時間陥約5

分と短時間での測定瀞可"です， .制定可値なサンプNの最文サイズ主因皿 '"0掴 x'"圃
瞳×横x商却です.

【特徴】

大気中で先電子金新散するととが可棺です.本装置は鋼闘が切削肱出用光額分先場臥オ」プンカク

ンターパ yナルロンピ，ータから楊成されています.紫外様放出用究混とは重水嚢ヲr

プ金用い ランプから出た波長倉ω温からs∞mの党を分党器で伝意の被長に分光しサンプ
ル表面に照射します照射光の厳援金掃引してい〈と、ある腰掛光エネレ~-健から光電湯原に

よ否電子放出が始まるので、との値からサンプルの唯事関数およびイオJ化ポテンシャルがわ

かります.

. x.~電子分売鏡個({XPS) 闘.埠組作所A伺ATOSA沼S-ULTRA. D日

【仕樽】

卒者置で陰、'.樋は....、単色化1"(Al h)の留雄臭えが可官障であり、プロープ管場刷、

".個からのS則定ができます.IQ 1..では、分衡智被@初μ園以下でWd馴先電子ピークが準

値幅o.a.v以下で'11.L 100，剛咽以上、"..では、分析領制R・"..以下で^"."先電
子ピータが半値緬肌"・v以下で'..3，OOC同，以上金有しています.根満表面近傍に存在する
筏成元来<電子核摘を分析hぞきます"，・E可能元粛はLI-uff.表面中和楓楊には鑑ヱネル

ギ『の司肝を使周L、醐帥限尊叫に対して均一にゆ和する楓憶を有しています.

【暢徹】

率指置の骨量は、 .. ，モノクロ"のいずれのX線源で、.レ4傾城の.，僚が可司障なこどでれ検

出"を1政>0'以上有しているため、微量元調障も商慮度に劃定可能であり、アナライザーをスキ
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ヤYするこkなれ良好なスペクトルが得られます.また、多原子イオンを依E周したイオ'"院を

有しており、相乙有繍陶を含む桝桝でダメークのJ伊な ν岨定が可能です.

-走査型オ~.竃子分先鳳徹鋤〈柏崎アルパヲタファイ"ν'SAMI70

【仕様】

本指置はアルパック・ファイ社製品且 8701iです.原理的に原子書母s以上の元素分省庁がで

きます.高鱒度サーマルシ..ト.-..電界必樹電子銚を筆.し、走室電子e-A径は加遠雷伍
武田、・a碑'"'のとき諸国以下になります.エネルギー分新暑は同相円筒型白幽}で、。
白羽0・v嚢での‘チエネルギーを測定できます.劃定重はl-l!Xlo-"rorr程度の組高真空?す.
酬現時噂入Z陸、簡便な椋却時'暗躍藍が取り付Fずられていて、盛動排気型"イオンスパヲ，-儀を舘

値しています.

【特徴1

;-ジェ電子分先棒""-・1・4沌~ "・，~.間"“""位、献桝費面に電子穫を照射し、

酬縄表面から雄幽されるオ-~，民軍予の運動エネルギーを調定することによって椋縄表面の元

議....を・ペる手陰で'T..、ージェ電子は主に覆面屠から放出されるので、表面敏感な分析がで

きます.定量型オージェ電子分光順閣附. ，.姐皿i喝加胴E・1・凶m"創出叫停V副広m肘 E明
信岨)では収束電子e-Aで械縄表面を走まするこkによって走査型電子園E・蝿.遇。.を
鍾衝できます.""・Eを観興した後分折したL噌事位を特定しそこに電子ピームを照射する

ことによってその.小領域開躯成分析ができ哀す.空間分傭飽は電子ピーム鍾醤躍です.定た

鑓盈・取得と前後して、 .. チビームを走蓋しながら放出されるオ」タェ電子のエネルギーを分

訴するととによって表面形喰に対応した元素極成のマッピング像を得ることができ哀す."

イオンス宅タターをしつつ嘩両分新をすれば剖瑚峨'査となり注すが標さ方向の極成分布も得

られます.
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-太..申庫乎岡カ鳳徹・(AF附エスアイアイナJテクノロジー・・ 9也aoo，SPA-400 

【仕縫】

犬気中で測定で舎る原子岡カ原...仏"".，.す.測定方式は 光てと方式です.'ンタタトモ

ード..測定とグイナミタタフ*ースモード(サイタ9"タコンタタトモードHF宜測定が可

飽です献掛サイズま直径釘皿以下、厚み"園以下です.走査鑑闘は様噂ピェゾス砕ヤ

ナ金用いた・合鉛μ闘です必要に応じて'"走査のピェゾスキャナを用いた測定も可能です

癖湖畔先掃が'"コートされたカンチνバーを用いるととで 形状・と司直視章杭，岡崎測定が可憶で

す.測定鷲果から似滑表面の表面粗さ守猶予サイズが評価で舎ます

【特徴】

大気中で傭易に測定刻可値守す.'ンタクトモ-1"AFIlt限定とグイナミタタフォースモード(サ

イタPッタコンタクト司Eート.，..刻定が可能なため鋼剛慣似滑から柔らかもU宵.脚"ーまで測定

が可値?す.

-電子プローブマイタロアナライザ(EpMA)日本電子側IJXA.-I&関L

【仕様】

二次電子4・分解隼:勘・<Mo"""肱V，tD=1l->倍率，，-改札伺0倍(実用惨事".収阿倍程度)

欄陀可能元来， "'"" 

【暢徹】

E弧は収束させた‘子織を試桝表置に照射して、前滑から放出される..の娘長あるいはヱネ

ルギーの違島、によ切、磁場跡中旬元来組成を分祈する.. 置である.元来組成の厩掬省禍の...
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度，未知献桝"線強lnの此兎tl.::ょ，元婦の定量分..，伊行える.また院桝表面上において電子

..走室するこ，により、相桝表面の元書2次元分布が測定可簡である.

-・・ラマン雀置闘東京イJスツルメンヲIN・nofind...30 

【仕様1

..揮のレーザー{桜長岨凪臨圏、醐閣を用いた厩徹ラマJ分光瀧置です.共焦点Rレ

ーザー順刷凶払ぜエゾステージ、分現討ーから構成されています.検出暴怯却醐α>を周いており、

高感度調定、高温閣定が可簡です.倒立願鰻舗を用いているため、側斜は基省優等に固定されて

いる必要があります.位置分解箇{カタログ個O誌、 Z回 M (. 次元祖定}、制皿 "次元副

劃、 "m(ポイyト.定，-.す.ピエゾステージを走査することで、分光イメージ〈マッピ

ング3の翻定刻可粗?す.タライオスタットを用いた鑑温調定も可・です. (この場舎はイメ

ージ潤定はできません'.， 

【特徴】分党務・墜降、モーター・圃システムを周いて行い、制御用ョンピょzータ}で働作す

るため、宙定漫査が比般的簡単です..程圏置の究績を用いることができるため、分党スペクトル

の励包議長依在住を慣ペることが可能です.

眠術サービス制度に闘する連絡剣

圃立大学法人北陸先蝋科学筏術大学院大学

先端科学査を術研究調査センター

TI!L:0761~1-1070 

FAX:0761~1-14町

E.....il : rie艦t町・jaist.l!c.jp 
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編集後記

本報告集の原稿作成および編集作業には皆様の多大なご協力を頂きました。
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が担当する業務の更に個別のトピックを取り上げた技術報告とに大別されます。

これらの報告は、本報告集発行に先だって開催した業務報告会で発表した内容

を中心に掲載いたしました。報告会では全ての技術職員が発表し質疑応答を設

けております。

本報告集を通じて技術職員の業務に関心をお持ち頂ければ幸いであります。

業務報告集編集委員 山田省二

木戸孝一

中野裕晶

能登屋治

北陸先端科学技術大学院大学技術サービス部

業務報告集一平成 年度一

平成 年 月発行

発行者 北陸先端科学技術大学院大学技術サービス部
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